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昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風
15

号
な
ど
、
様
々
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
防
災
の
基
本

は
、
地
域
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る

の
か
を
知
り
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意

識
を
持
っ
て
事
前
に
準
備
を
行
う
こ
と

で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
地
域
や
様
々
な

機
関
と
連
携
を
取
っ
て
い
く
こ
と
も
重

要
な
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
洪
水
時
に
お
け
る
浸
水
状

況
・
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
説
明
・
周
知
す
る
た
め
に
、

昨
年
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
大
雨
に
よ
っ
て
河
川
が

増
水
し
、
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
場
合
の

浸
水
予
想
結
果
に
も
と
づ
い
て
、
浸
水

す
る
範
囲
と
そ
の
程
度
や
、
土
砂
災
害

の
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
地
域
を
明

ら
か
に
し
た
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
各

地
の
避
難
所
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
石
和
・
春
日
居
地
区
」「
一
宮
・

御
坂
地
区
」「
八
代
・
境
川
・
芦
川
地
区
」

の
3
つ
の
区
域
ご
と
に
作
成
さ
れ
、
自

宅
付
近
の
状
況
が
分
か
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
災
害
時
避
難
場
所
一
覧
を
参
考
に
し

て
、
手
づ
く
り
で
「
自
主
防
災
地
図
」

を
作
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
非
常
用
品
は
、

緊
急
避
難
の
時
に

持
っ
て
逃
げ
る
「
非

常
持
出
品
」
と
災

害
後
の
生
活
を
支
え
る
「
非
常
備
蓄
品
」

に
分
け
て
備
え
ま
し
ょ
う
。

▼
非
常
持
出
品
　
飲
料
水
、
非
常
用
食

品
（
レ
ト
ル
ト
米
、
缶
詰
等
）
、
ラ

ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
予
備
電
池
、
マ

ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
、
救
急
セ
ッ
ト
、

衣
類
（
衣
類
の
他
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
タ

オ
ル
、
軍
手
等
）
、
常
備
薬
な
ど

▼
非
常
備
蓄
品

○
飲
料
水
（
1
人
1
日
・
3
ℓ
×
3
日

分
×
人
数
分
）
↓
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー

タ
ー
（
2
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
（
賞

味
期
限
・
1
年
等
）
）
等

○
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
（
大
型
）
、
ロ
ー
プ
、

　
等
↓
簡
易
テ
ン
ト
用
、
屋
根
の
雨
漏

り
対
策
用
、
等

○
炊
き
出
し
用
具
（
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、

ボ
ン
ベ
（
数
本
以
上
）
等
）

○
非
常
食
（
保
存
食
、
無
洗
米
、
缶
詰
、

レ
ト
ル
ト
類
、
等
）

○
食
品
用
ラ
ッ
プ
（
食
器
の
上
に
か
ぶ

せ
て
使
う
等
）

○
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
大
型
）
、
ポ
リ
バ
ケ

ツ
（
大
型
）
、
な
ど

　
市
で
は
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

消
防
・
広
報
車
両
に
よ
る
巡
回
放
送
等

の
他
、
次
に
よ
り
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
や
県
で
は
「
国
土
交
通
省

川
の
防
災
情
報
」
「
山
梨
県
土
砂
災
害

警
戒
情
報
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
防
災
行
政
無
線

　
各
地
区
に
設
置
し
て
あ
る
屋
外
放

送
塔
か
ら
、
防
災
に
関
す
る
情
報
を

放
送
し
ま
す
。
4
月
以
降
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J

―
A
L
E
R
T
）

と
連
動
し
て
、
自
動
的
に
緊
急
地
震

速
報
な
ど
も
放
送
し
ま
す
。

▼
笛
吹
市
雨
量
情
報

　
市
内
全
域
、

13
地
点
に
設
置

さ
れ
た
雨
量
計

に
よ
り
、
最
新

の
降
雨
量
情
報

を
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
携
帯
版

含
む
）
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
緊
急
時
を
含
む
、
新
た
な
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
放
送
（
地
域
に
密
着
し
た
ラ
ジ
オ
放

送
）
」
に
つ
い
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

放
送
局
設
立
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上

げ
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
行
動
を
家

族
と
話
し
合
っ
て
確
認
し
た
り
、

日
ご
ろ
か
ら
、
連
帯
感
や
協
力

意
識
を
持
っ
て
近
所
や
地
域
の

人
々
と
防
災
訓
練
を
行
う
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

　東日本大震災義援金は、受付期間を平成24
年3月31日（土）まで延長されていましたが、延
長後も、多額の義援金が寄せられていることか
ら、このたび、2度目の延長が決定されました。
　詳しくは、お問い合わせください。
　受付期間　平成24年9月30日（日）まで

■問合せ先　福祉総務課　☎�055（262）1271
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笛吹市指定避難所一覧

石和南小学校
校舎・体育館

東町・仲町・西町・窪中島・四日市場

川中島（荒屋地区）・下平井・上平井・中川

川中島（荒屋地区を除く）・八田・
山崎・松本・駅前・山岸

東高橋・今井・河内・砂原・井戸・
東油川・恵比寿

唐柏

広瀬・向田

日の出・小石和

二之宮・夏目原・金川原・井之上・下井之上

八千蔵・栗合

尾山・下野原・蕎麦塚・竹居・大野寺・二階

藤野木・新田・立沢・戸倉・十郎・新上宿・
坂野・道場・駒留・若宮・八反田・下黒駒

成田・下成田・国衙

小城・北都塚・一ノ宮・末木・本都塚・金田

竹原田

市之蔵

下矢作・東原・国分・坪井・田中

新巻・塩田・神沢・東新居・狐新居・
金沢・土塚・石・地蔵堂・千米寺

中尾・南野呂・北野呂・上矢作

石和東小学校
校舎・体育館
石和北小学校
校舎・体育館

富士見小学校
校舎・体育館

石和西小学校
校舎・体育館

石和中学校
校舎・体育館

スコレー
センター
御坂西小学校
校舎・体育館

御坂福祉
センター

御坂中学校
校舎・体育館

御坂東小学校
校舎・体育館

みさかの湯

一宮中学校
校舎・体育館

竹原田公民館

市之蔵公民館

一宮西小学校
校舎・体育館

一宮南小学校
校舎・体育館

一宮北小学校
校舎・体育館
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八代総合会館 増田

南・北

岡・永井・米倉

高家・竹居・奈良原

石橋・三椚・大坪・境

原

大黒坂・小黒坂・小山・前間田

大窪

藤垈

間門

上寺尾・中寺尾

熊野堂下・熊野堂上・下岩下上・下岩下下・
別田・桑戸北・桑戸西・桑戸中・桑戸東

国府・鎮目上・鎮目中・鎮目下

徳条

枝郷・寺本・加茂

小松

上芦川・新井原・中芦川・鶯宿

若彦路ふれあいス
ポーツ館��体育館
浅川中学校
校舎・体育館

八代小学校
校舎・体育館

境川スポーツセ
ンター　体育館

境川防災
センター

境川小学校
校舎・体育館

大窪公民館

藤垈公民館

間門公民館

上寺尾公民館

春日居小学校
校舎・体育館

春日居中学校
校舎・体育館

かすがい
西保育所

春日居福祉
保健センター

春日居福祉
会館

芦川小学校
校舎



　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
・
災
害
時
拠
点
な
ど
多
く
の
機
能

を
持
つ
、
多
機
能
型
の
施
設
と
し
て
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
防
災
関
連
の
機
能
に
着
目

し
て
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
を
説
明
し
ま
す
。

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
法
律
で
定
め

る
基
準
を
十
分
に
上
回
る
耐
震
、
耐
風
、

耐
雪
設
計
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
概
ね
50
年
に
一
度
発

生
す
る
大
地
震
、
台
風
、
大
雪
に
も
耐

え
る
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
極
め
て
ま
れ
な
巨
大
地
震
、

暴
風
、
豪
雪
に
お
い
て
も
、
避
難
所
と

し
て
は
継
続
的
に
活
用
で
き
る
ほ
か
、

そ
の
後
ア
リ
ー
ナ
と
し
て
の
利
用
に
お

い
て
も
、
軽
微
な
補
修
の
み
で
再
開
で

き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
設
計
は
、
笛
吹
地
域
の
特

性
を
踏
ま
え
た
も
の
で
す
。

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

各
地
区
の
小
・
中
学
校
な
ど
の
避
難
所

に
避
難
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
避
難

が
長
期
化
し
た
場
合
は
十
分
と
は
い
え

ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
仮

設
住
宅
建
設
等
も
考
え
合
わ
せ
た
二
次

的
な
避
難
拠
点
と
し
て
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
避
難
生
活
を
想
定
し
て
み
ま
す
と
、

電
気
、
飲
料
水
、
非
常
食
な
ど
は
必
要

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
対
応
と
し

て
、
ま
ず
電
気
で
す
が
、
非
常
用
発
電

機
を
設
置
し
、
災
害
時
の
停
電
に
備
え

ま
す
。

　
次
に
飲
料
水
や
非
常
食
で
す
が
、
当

面
の
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
避
難
所
の
拠

点
と
し
て
の
貯
水
槽
の
設
置
や
非
常
食
、

非
常
時
に
必
要
な
備
品
な
ど
を
保
管
す

る
た
め
の
備
蓄
倉
庫
の
設
置
を
検
討
し

ま
す
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ

ー
室
な
ど
、
避
難
生
活
で
必
要
な
機
能

を
整
備
し
、
衛
生
面
に
つ
い
て
も
配
慮

し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
者
な
ど
に
は
、
落
ち

着
く
空
間
が
保
て
る
多
目
的
室
の
利
用

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
ア
リ

ー
ナ
は
、
災
害
救
援
物
資
等
が
届
い
た

時
、
集
積
場
所
と
し
て
も
利
用
が
で
き

ま
す
。

　
今
後
も
実
施
設
計
に
お
い
て
、
詳
細

な
部
分
を
検
討
し
、
よ
り
よ
い
施
設
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
管
理
・
運
営
を
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が

大
変
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
使
っ
て
い
た
だ
く
施
設
で
す
の
で
、

利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
は
、
管
理
・

運
営
に
つ
い
て
多
く
の
方
々
の
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
メ
ン

バ
ー
を
次
の
と
お
り
一
般
公
募
し
ま
す
。

▼
対
象
　
15
歳
以
上
で
、
施
設
の
管
理
・

運
営
に
関
心
が
あ
り
建
設
的
な
意
見

を
お
持
ち
の
方

▼
応
募
締
切
　
4
月
27
日
（
金
）
必
着

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法
　
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
多
機
能
ア

リ
ー
ナ
に
対
す
る
簡
単
な
意
見
・
要

望
を
任
意
の
用
紙
に
必
ず
記
入
の
上
、

郵
送
、
持
参
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

○
郵
送
・
持
参

　
〒
4
0
6
―
8
5
1
0

　
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7

　
笛
吹
市
役
所
　
経
営
企
画
課

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
班

○
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

○
E
メ
ー
ル

　fa
p

@
c

ity
.fu

e
fu

k
i.lg

.jp

■
問
合
せ
先
　
経
営
企
画
課

　
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建
設
班
（
代
表
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
内
に
は

学
校
や
総
合

会
館
、
公
民

館
な
ど
の
指

定
避
難
所
が

35
カ
所
あ
り

ま
す
が
、
外

部
か
ら
の
本

格
的
な
救
援

活
動
が
始
ま

る
ま
で
は
、

現
在
各
支
所
で
管
理
し
て
い
る
防
災
備

蓄
倉
庫
に
非
常
用
食
料
の
ア
ル
フ
ァ
ー

米
5
万
６
３
０
０
食
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ

ー
タ
ー
８
０
６
４
本
、
災
害
時
用
ト
イ

レ
2
万
４
０
０
０
回
分
、
毛
布
1
万
１

９
０
０
枚
な
ど
の
備
蓄
品
で
避
難
所
生

活
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
飲
料
水
は
8
カ
所
の
飲
用
可
能
な
耐

震
性
貯
水
槽
及
び
17
カ
所
の
水
道
配
水

池
か
ら
、
市
の
給
水
車
や
消
防
団
の
水

槽
車
を
使
っ
て
、
避
難
所
等
に
運
搬
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
応
援
協
定

に
よ
り
市
内
の
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
か
ら

の
供
給
を
受
け
ま
す
。

　
加
え
て
、
市
は
災
害
時
応
援
協
定
を

千
葉
県
館
山
市
や
一
宮
町
及
び
新
潟
県

胎
内
市
と
の
間
で
締
結
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
応
急
復
旧
に
必
要
な
物
資
、

機
材
及
び
車
両
、
被
災
者
を
一
時
的
に

収
容
す
る
た
め
の
施
設
の
提
供
や
児
童
・

生
徒
の
受
入
れ
等
を
相
互
に
協
力
す
る

も
の
で
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
大
規
模
災
害
発

生
時
に
お
け
る
連
携
を
図
る
目
的
で
、

関
係
機
関
を
招
聘
し
た
合
同
訓
練
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
は
、
災
害
時
に
お
け
る
地

域
で
の
重
要
な
役
割
を
担
う
消
防
団
へ

の
訓
練
指
導
を
中
心
に
、
常
備
消
防
（
市

消
防
本
部
）
と
非
常
備
消
防
（
消
防
団
）

と
の
連
携
を
目
的
と
し
た
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

と
の
日
程
調
整
及
び
市
民
へ
の
啓
発
活

動
も
踏
ま
え
た
中
で
、
で
き
る
だ
け
火

災
予
防
週
間
中
に
行
う
こ
と
と
し
、
発

災
時
の
初
動
体
制
を
中
心
に
県
消
防
防

災
ヘ
リ
と
の
連
携
訓
練
も
加
え
て
実
施

し
ま
す
。

　
訓
練
は
年
2
回
程
度
実
施
し
、
消
防

本
部
、
消
防
団
、
県
消
防
防
災
航
空
隊

等
各
関
係
機
関
約
３
０
０
名
が
参
加
し

て
実
施
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
無
料
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
工
事
等
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
、
2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工

法
で
建
築
さ
れ
た
住
宅
等

②
固
定
資
産
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

▼
対
象
工
事
等
　
耐
震
改
修
は
、
住
宅

の
総
合
評
点
が
1
・
0
以
上
と
な
る

よ
う
に
行
う
耐
震
改
修
工
事
（
耐
震

補
強
に
結
び
つ
か
な
い
工
事
は
除
く
）

耐
震
建
替
は
、
今
お
住
ま
い
の
住
宅

を
取
り
壊
し
、
市
内
に
新
築
す
る
こ

と
が
条
件
で
す
。
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

は
、
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
も
の
を

設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
補
助
内
容
　
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、

そ
の
工
事
に
要
す
る
費
用
の
3
分
の

2
以
内
か
つ
80
万
円
が
上
限
で
す
。

耐
震
建
替
に
つ
い
て
は
、
そ
の
工
事

に
要
す
る
費
用
の
3
分
の
1
以
内
か

つ
40
万
円
が
上
限
で
す
。

※
制
度
内
容
の
変
更
に
よ
り
、
補
助
金

額
も
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
は
、
そ
の
工
事

に
要
す
る
費
用
の
3
分
の
2
以
内
か

つ
24
万
円
が
上
限
で
す
。

▼
申
込
方
法
　
い
ず
れ
の
補
助
金
も
着

手
前
に
、
必
ず
申
請
・
協
議
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
申
請
書
を
審
査

し
補
助
基
準
に
適
合
し
た
場
合
、
市

か
ら
決
定
通
知
が
届
い
た
後
工
事
に

着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
（
す
で
に
工

事
着
手
し
た
も
の
や
完
成
し
た
も
の

は
、
補
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
）

■
問
合
せ
先

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
避
難
所
・
自
主

防
災
地
図
等
）
、
防
災
行
政
無
線
・

防
災
備
蓄
品
に
つ
い
て

　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
浸
水
想
定
区
域
・

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
）
に
つ
い
て

　
土
木
課
　
用
地
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
3

・
市
雨
量
情
報
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
放
送

　
経
営
企
画
課
　
広
聴
広
報
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
大
規
模
災
害
対
応
訓
練
に
つ
い
て

　
市
消
防
本
部

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

・
耐
震
改
修
工
事
等
に
つ
い
て

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
�

計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

一宮町の玉川孫一郎町長と握手する荻野市長＝2月15日、
災害応援協定調印式

し
ょ
う
へ
い



　市役所一宮支所前を９時45分に出発する20.5kmの

部を皮切りに親子・ファミリーの部、10kmの部の順

に約4000名のランナーがスタートします。

　マラソン大会開催に伴い、会場がある一宮町内の一

部の道路が規制されるため混雑が予想されます。大変

ご迷惑をおかけしますが、ランナーが安全に通過でき

るようご協力をお願いします。

前面のスクリーンに事業概要を投影して行われた説明

　
平
成
24
年
度
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
説
明
会

が
、
市
議
会
議
員
や
市
行
政
委
員
及
び

各
種
団
体
の
役
員
の
皆
さ
ん
な
ど
、
約

3
0
0
名
が
参
加
し
、
2
月
22
日
、
い

ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
平
成
24
年
度
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
48
の
事
業
の
う
ち
、

22
事
業
に
つ
い
て
の
事
業
概
要
、
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
、
新
市
の
基
盤
整
備
を
推

進
す
る
中
で
、
引
き
続
き
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
は
じ

め
と
し
た
危
機
管
理
体
制
の
充

実
並
び
に
各
種
防
災
対
策
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
健
康
診
査
事
業
、

予
防
接
種
事
業
及
び
子
ど
も
す

こ
や
か
医
療
費
助
成
事
業
な
ど

の
事
業
を
充
実
さ
せ
、
市
民
の

さ
ら
な
る
健
康
づ
く
り
に
も
取

り
組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
教
育
施
設
の
環
境
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
平
成
25
年
度
に
開
催
さ
れ

る
国
民
文
化
祭
の
準
備
を
着
実
に
進
め

る
な
ど
、
未
来
の
た
め
の
人
づ
く
り
の

各
種
事
業
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
基
づ
き
、
施
政
方
針
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
で
あ
る
「
み
ん
な
で
奏
で
る
　

“
に

ぎ
わ
い
・
や
す
ら
ぎ
・
き
ら
め
き
”
の

ハ
ー
モ
ニ
ー
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
都
市
」

の
実
現
を
目
指
し
、
市
民
第
一
主
義
の

行
政
推
進
に
よ
り
、
市
民
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

�
�

�
■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　市教育委員会のイメージキャラクターとして活躍してきたFukki（フッキー）が、このたび、

市のイメージキャラクターとなりました。

　笛吹こども議会からの提案によって誕生したFukki（フッキー）は、これま

で教育関係だけでなく、市の様々な場面で登場してきました。

　今後とも、PR活動や笛吹ブランドの発信などで市の活性化に役立てていき

ます。また、市の象徴として、市民の皆さんとともに育てていきたいと思い

ます。よろしくお願いします。



　募集期間　4月2日（月）～16日（月）午前9時～午後5時

　申込方法　規定の申込書に記入して、持参・ファックス・Ｅメール・郵送のいずれかでお申し込み

ください。その際には、必ず「教室番号」と「教室名｣を明記してください。

○ファックスの場合　FAX��055(261)3340　

○Eメールの場合　申込書を市ホームページからダウンロードし、Eメールに添付してください。

　　shogaigakusyu@city.fuefuki.lg.jp

○持参の場合　笛吹市役所南館3階� 生涯学習課、御坂支所、一宮支所、春日居支所、芦川支所、八

代総合会館・境川総合会館

　申込書は、上記の他、市内図書館窓口などにも備えています。また、このページのコピーも利用

できます。

■郵送・問合せ先　〒406-0031��笛吹市石和町市部809-1（笛吹市役所南館内）

　　　　　　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会�生涯学習課�生涯学習担当　☎�055(261)3339

　そ�の�他

○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際は、笛吹市民が優先となります。

（初心者等を優先する場合もあります）

○受講が決定した方、または抽選に外れてしまった方には、講座受講者決定通知書、または落選通知

書を送付しますので必ず内容をご確認ください。

○材料費・入場料等が必要な場合は、先に講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ振り込ん

でいただくことになります。

○期間を過ぎても定員に達しない講座は、再募集する場合があります。また、希望者が一定の数に達

しない場合などには、講座を取り止めることもあります。

※市民講座の内容は、初心者を対象としています。引き続き受講を希望される場合や、もう少し高い

レベルの講座を受講したい場合などは、自主（任意）グループを結成することで、学習を継続でき

ます。詳しくは、各講座担当の生涯学習コーディネーターにご相談ください。

平成24年度　「笛吹市民講座」�１学期受講申込書

住　所

電話番号 生年月日 大・昭・平　　年　　月　　日

フリガナ

男・女

申込者氏名

希望する
教室番号

希望する
教室番号 教　室　名教　室　名

〒

※はっきり記入してください。

講
座

講
座

講
座

講
座

講
座

教
室 郷土の歴史講座（全2回）

講師 市教育委員会�文化財課職員

会場 学びの杜みさか

日時 9月11日・25日　各火曜日
午後2時～3時30分

受講料 無料受講料 無料

市には縄文時代からつづく数々の貴重な歴史的遺産があ
ります。これらのさらなる魅力をひも解いてみましょう。
①縄文千年の歴史　②甲斐国千年の都

1

教
室

シリーズ　山梨の近代化遺産�Vol.2

～ワイン王国山梨の夜明け～

講師 室伏　徹��先生

会場 甲州市勝沼町

日時 5月30日(水)　午前8時～11時50分
午前8時スコレーセンター南側駐車場集合出発

受講料 200円

今の私たちの生活の礎となった近代化遺産を訪ね、先人
たちの大きな夢と努力に触れ、今後私たちが成していか
なければならないことを考えます。
昨年度に引き続き甲州市勝沼町を訪ねます。

2

教
室 はじめてのパソコン・インターネット教室

講師 （株）ピーシーワークス社員

会場 （株）ピーシーワークス(石和町東高橋）

日時 7月26日、8月2日・9日・23日・30日
各木曜日　午後7時～9時 受講料 4,200円

パソコンやインターネットをこれから使いたい方、持っ
ているけど使いこなせていない方向けの講座です。電源
の入り切りやマウス、キーボード操作を基本から習い、
インターネットや電子メールまで体験できます。

3

教
室 「ゆめソーラー館やまなし」エネルギー講座

講師 山梨県企業局　電気課　職員

会場
甲府市下向山町�米倉山メガソーラー
発電所「ゆめソーラー館やまなし」

日時 6月6日（水）午前9時20分スコレーセンター南側
駐車場集合出発　正午帰着

受講料 無料

今年1月から稼動した、米倉山メガソーラー発電所の環境
学習施設「ゆめソーラー館やまなし」で山梨県が取り組
む地球にやさしいエネルギーを学びましょう。
※メガソーラーの見学時、800ｍ程遊歩道を歩きます。

4

教
室 「放射能と暮らし」について

講師 須藤　一��先生

会場 八代総合会館

日時 6月10日（日）午前10時～12時

受講料 無料

「放射能と暮らし」についての講演会後、薬剤師による「お
薬相談コーナー」があります、薬とサプリメントとの飲
み合わせ、糖尿病レシピなどの相談ができます。どうぞ、
ご参加ください。

5

教
室 遺言状の作り方

講師 中込元博��先生

会場 あぐり情報ステーション

日時 9月21日・28日　各金曜日
午後1時30分～3時

ある日突然この世を去ってしまい、自分の意思を伝える
ことができなかった場合、残された人達の混乱を避ける
と共に、自分の思いを伝える遺言状の作り方を学びます。

6

教
室 おつきあいのマナー講座

講師 淡路春栄��先生

会場 働く婦人の家(八代町）

日時 7月18日・25日、8月1日・8日　各水曜日
午後１時30分～3時

受講料 無料

日常のおつきあいの中で、今回は訪問のマナー、食事の
マナーなどについて学びます。

7

教
室 初心者長期オカリナ講座

講師 弓場さつき��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 6月6日・13日･20日･27日、7月4日･11日･18日
25日、�8月1日･8日�各水曜日�午後7時30分～9時

受講料 3,000円（楽器代）※オカリナアルトC管を持参できる方は無料

オカリナの癒しの音色を奏でてみませんか？指づかいか
ら息づかいなど基礎から学ぶ初心者を対象の講座です。
オカリナが初めての方でも安心して学べます。

8

教
室 初心者大正琴教室

講師 北山佳代子��先生

会場 御坂農村環境改善センター

備考 ①大正琴持参　②大正琴貸出希望
※申込書にどちらか選んで番号を記入

日時 9月5日・12日・19日・26日　各水曜日
午後1時30分～3時

受講料 無料

大正琴の音色を奏でながら、笑顔とやすらぎの時間を仲
間と過ごせる講座です。楽譜が読めなくても大丈夫です。
※大正琴のない方はお貸しします。

9

教
室 庭木の手入れ教室

講師 川村晃一��先生�／辻�俊明�先生

会場 八代総合会館敷地

日時 5月24日、6月14日、8月2日、9月13日　各木曜日
午前9時30分～午前11時
※雨天の場合、翌日に延期

受講料 無料

樹姿・樹勢の保ち方や剪定の仕方などを実物の植木を用
いて、学習します。「松のみどり摘み」「秋の松の本手入れ」

「病害虫防除」「夏の庭木の手入れ方法」

10



親子で楽しくクッキング
講師 パルシステム山梨

会場 八代総合会館

日時 6月16日（土）午前10時～午後1時30分

備考 対象：親子

受講料 親子で1,000円

一汁二菜のメニュー（タンドリーチキン、シーザーサラダ、
根菜スープ、ごはん）に、親子で取り組み、家庭での食
生活を見直しましょう。

11

「身体と心に優しい石けん」作り
講師 深澤由美��先生

会場 スコレーセンター

日時 5月24日、6月7日・21日、7月5日・19日
各木曜日　午後7時～8時30分

受講料 5,000円

食用の新しい油とアロマを使い、身体と心に優しく全身
に使うことのできる「石けん」を作ります。この石けんは、
人に優しいだけでなく環境にも優しく作られていて、川
や海を汚しません。あなたも石けんで癒されてみませんか。

12

エコ講座「新聞紙を変身させましょう！」
講師 中込勝美��先生

会場 八代総合会館

日時 5月29日、6月5日･12日･19日･26日　各火曜日
午後1時30分～3時30分

受講料 無料

「いつか使うかも」と、家に眠っている、いつ使うのか
わからない紙やリボンや新聞紙などを使って、簡易バッ
グやペンケースに変身させましょう。

13

ネクタイリフォーム
講師 三枝由紀江��先生

会場 あぐり情報ステーション

日時 6月1日・8日・15日・22日・29日　各金曜日
午後1時30分～3時

受講料 600円

タンスに眠っている思い出のあるネクタイをタペストリ
ーや小物にリフォームしてみましょう。

14

教
室

教
室

教
室

教
室

教
室 はじめての陶芸教室

講師 土屋百合子��先生

会場 御坂陶芸場（下野原区公民館）

日時 6月6日・13日・20日、7月4日・11日　各水曜日
午後1時30分～3時30分

受講料 2,000円

初心者向けの陶芸教室です。実用的な作品づくりを基礎
から楽しく学んでみましょう。

15

ふんわりやさしい

夏色パッチワークキルト

講師 土屋元子��先生

会場 スコレーパリオ

日時 6月7日・21日、7月5日・19日、8月2日
隔週木曜日��午前10時～11時30分

受講料 1,800円

籐のバスケットのふたにパッチワークとバラのリボン刺
しゅうを施します。とにかく、優しくてかわいい作品です。
※山梨でリボン刺しゅうを扱うのは土屋先生だけです。
※講師の作品を生涯学習課に展示してあります。

16

クラフトテープでエコバッグ作り
講師 金島正美��先生

会場 いちのみや桃の里ふれあい文化館

日時 6月7日・14日・21日　各木曜日　
午後1時30分～3時30分

受講料 1,500円

再生紙のクラフトテープで夏向けのバッグを作ります。
使いやすい大きさで涼しげなバッグです。編み方をマス
ターすれば応用もできますよ。

17

長期講座「クロスワーク」
講師 半田美恵子��先生

会場 スコレーセンター

日時

受講料 無料

生涯学習課が考案した、市オリジナルのエクササイズです。大
きなクロス(布)を使用し、全身に負荷をかけながら効率的に有酸
素運動を行います。今までの運動では物足りないと感じている
方向けのハードなエクササイズです。※�初めての方優先

18

ウォーキング教室

～基礎から始めてみませんか？～

講師 境川町体育協会　陸上部

会場 境川スポーツセンターグラウンド他

日時 5月27日、6月3日・10日　各日曜日
午後5時～午後6時30分

受講料 無料

健康のため、リフレッシュのため、基礎のフォームから
ウォーキングを学び、境川町の自然の中を歩きます。

19

長期脂肪燃焼プログラム
講師 半田美恵子��先生

会場 いちのみやスポーツ公園体育館

日時

受講料 無料

リズムに乗って軽快に動く運動プログラムで、さわやかな汗を
流してみませんか？眠っていた全身の諸機能が次第に目覚め、
脂肪燃焼しやすい体へと導かれていきます。シェイプアップ効
果はもちろん、気持ちも楽しく明るくなりますよ。

20

教
室

教
室

教
室

教
室

教
室

5月23日、6月27日、7月25日、8月22日、9月26日、10月
17日、11月28日、12月19日、平成25年1月23日、2月27
日　各水曜日　午前10時～11時

5月31日、6月14日・21日、7月5日・12日・19日、8月2日・
30日、9月6日・13日・20日、10月4日・18日　各木曜
日　午前10時～11時30分

教
室 ZUMBA�GOLD（ズンバゴールド）

講師 早川真白��先生

会場 いちのみや桃の里スポーツ公園

日時 6月4日・18日、7月2日・16日　各月曜日
午後7時30分～午後8時30分

受講料 無料

ズンバ・ゴールドは、フィットネス初心者向けです。ラ
テン系のリズムに乗って楽しくフィトネスしましょう。
体や心にとっても効果的なエクササイズです。

21

教
室 ストレッチdeボディーコンディショニング

講師 半田美恵子��先生

会場 石和清流館

日時

受講料 無料

これから運動してみようという方は「手始め」に、すでに運
動を始めている方は「体のコンディションを整える」種目と
して、ストレッチを取り入れてみませんか。穏やかに流れる
時間の中で、体の声に耳を傾けながら心身を調整していきま
しょう。

22

教
室

講師 間中寿美恵�先生／坂本清美�先生

会場 御坂農村環境改善センター

日時 6月6日・13日、20日、7月4日・11日　各水曜日
午前9時30分～11時

受講料 無料

パドル（60cm程度のしゃもじ型のやわらかい棒）を使用し、
音楽に合わせて、肩などを叩いたり、ストレッチを行った
りします。日頃の運動不足やストレス解消に最適です。年齢、
性別は問いません。※パドルはお貸しします。

23

教
室 長期ソフトテニス教室

講師 筒井三男��先生

備考 ①初心者�②経験者�※申込書にどちらか選んで番号を記入

会場 石和中央テニスコート

日時

受講料 無料

軟式テニスの初心者、過去に経験したことがある方、も
っと上手になりたい方（中級者程度）を対象とした、基
本から楽しく学べる教室です。

25

教
室 兜山清掃登山

講師 小林美博��先生

会場 兜山（春日居町）

日時 5月25日（金）　午前8時30分～午後3時
午前8時30分春日居支所集合出発
雨天の場合は6月1日（金）に延期

受講料 無料

兜山は、春日居町にある山で標高913メートル、山の形が「かぶ
と」に似ていることから、この名前がつけられたと言われてい
ます。兜山の中央部を横断する近道コースを清掃登山します。（歩
く時間は約3時間ぐらいです）

26

教
室

「認知症」を知ろう

～認知症サポーター養成講座～

講師 笛吹市キャラバン・メイト

会場 スコレーセンター

日時 ①7月20日（金）午後7時～9時
②8月24日（金）午後1時30分～3時30分
※①、②どちらか選んで申込書に番号を記入

受講料 無料

「認知症」は誰にでも起こりうる脳の病気です。認知症
を正しく理解し、認知症の人やその家族を暖かく見守る
応援者として「認知症サポーター」になりませんか。あ
なた自身の認知症予防にもつながります。

27

教
室 家庭でできる整体教室

講師 徳益妙子��先生

会場 働く婦人の家（八代町）

日時 9月5日・12日・19日・26日　各水曜日
午後1時30分～3時

受講料 無料

東洋療法で、体のツボや関節を動かして健康づくりをし
ましょう！

24

6月5日・19日、7月3日・24日、8月7日・28日、9月11日・
25日�各火曜日�午前10時～11時30分

～楽しく誰でもできる～

パドルジャークス体操

6月1日・8日・15日・22日・29日、7月6日・13日・20日
　各金曜日　午前10時～12時

　広報ふえふき３月号で募集したスコレー大学
の次の講座については、受講者を若干名追加募
集します。
１．誰でも作れるおとなの詩の教室
２．「This�is�a�pen!」からはじめましょう！初心

者英会話
　募集期限　4月11日（水）
※日程等については、広報ふえふき３月号をご

覧ください。

　平成23年度市民講座受講生と、市民講座を機会に、現在自主グループとして活動している皆さんの
学習成果を発表します。
　学びギャラリー（作品展示）
　５月18日(金)～20日(日)　午前９時～午後５時（20日は、午後１時まで）
　スコレーセンター　１階　会議室
　学びステージ（舞台発表）
　５月20日(日)�午前９時～11時�スコレーセンター　１階　集会室

■問合せ先　生涯学習課　生涯学習担当　☎�055(261)3339
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。
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２
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目
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３
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に
は
、
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慢
性
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病
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協
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を
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き
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。

　
昨
年
10
月
号
の
『
広
報
ふ
え
ふ
き
』

か
ら
、
毎
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、
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性
腎
臓
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を
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。

　
国
保
の
被
保
険
者
で
、
人
工
透
析
を
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ま
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追
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す
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平
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22
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は
、
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査
や
ク
レ
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か
ら
、
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性
腎
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病

が
疑
わ
れ
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受
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者
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、
10
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1
人
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割
合
で
し
た
。
特
定
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通
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追
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け
医
に
よ
く
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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に
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今
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も
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で
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さ
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問
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。「
み
ん
な
の
国
保
を
守
る
た
め
」
に
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

保険証の色が、一般はうぐいす色、退職は肌色になります。有効期限に

気をつけていただき、4月になったら古い保険証は破棄してください。

※既に納付してあるにもかかわらず、短期証が届いてしまった方は、行
き違いのためご容赦いただけますようお願いします。なお、このような
場合はご連絡をお願いします。

　完納の方でも、次の方は保険証
切り替えの為、有効期限が短くな
っています
①年度途中に75歳の誕生日を迎え

る方
　→誕生日の前日まで
②退職国保の方で年度途中に65歳

を迎える方
　→誕生月の末日まで

医療費が一旦全額自己
負担になる資格証明証
です。（早めの納付相
談をお願いします）

●
特
定
健
康
診
査
結
果
よ
り
●

●
予
防
が
大
切
で
す
●

　平成25年3月末まで1割（現役

並み所得者は3割のまま）に据え

置かれます。

　 対 象 者 に は 平 成

2 4 年 3 月 中 に 高 齢

受 給 者 証 を 再 度 送

付しました。

有効期限
平成25年
3月31日

　　
改
正
臓
器
移
植
法
の
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行
に
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い
、

被
保
険
者
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
に
関

す
る
意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

裏
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
思
の
表
示

を
確
認
す
る
記
述
欄
が
あ
り
ま
す
。

○
私
は
、
脳
死
後
及
び
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臓
が
停
止
し

た
死
後
の
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ず
れ
で
も
、
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植
の
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に
臓
器
を
提
供
し
ま
す
。

○
私
は
、
心
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し
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に
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り
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提
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ま
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私
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ま
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被
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険
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必
ず
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だ
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す
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ま
た
、
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だ
さ
い
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7
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旬
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納
税
通
知
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ま
す
。

　
納
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7
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か
ら
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成
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年
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ま
で
の
毎
月
納
期
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な
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ま
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。

1
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8
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ま
す
。
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年
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ら
の
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引
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に
な
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ま
す
。
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有効期限
平成25年
3月31日 有効期限

平成24年
4月30日



　皆さんこんにちは！今回は推進委員会地域部会の今期の活動テーマについてご紹介します。また、

先日行われた職場部会の学習会の様子も併せてお伝えします。

■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

笛ちゃん 吹ちゃん

部会長　根津和彦さん他部員9名

地域部会は、5年先までの見通しを持って活動することにしました。

テーマは、“きづき”。

心と体が健康であることがいかに大切かへの“きづき”
地域をよくすることがいかに大切かへの“きづき”
今私たちにとって何が大切なのか投げかけ、それぞれの“きづき”“きづき”
をつかんでほしい。

そして市民自らの手でよりよい地域を“きずき”あげよう!

　県では、平成19年から「男女いきいき・輝き宣言企業」の取り組みを開始しました。

　この制度は、男女がともにいきいきと活躍できる職場作りに取り組んでいる企業を「男女いきいき・

輝き宣言企業」として登録し、その取り組みを支援しています。

　平成23年12月末現在で78社が登録し、市内の企業は5社登録しています。

・人口減少社会の中、生産性の高い効率的な働き方に変えていく必要があります。

・働く人が地域活動に関わることが大切です。

・企業にとって多様な人材・能力を生かすことは、将来の成長・発展につながる明日への投資です。

　社員の満足度、意欲が向上し、優秀な人材の確保や定着が進みます。

充実感を持って働き、多様な働き方が選べる職場環境の改善が必
要です。

・安定した職業に就けず、経済的に自立ができません。
・仕事に追われ、心身の疲労から健康を害しかねません。
・仕事と子育てや老親の介護の両立に悩んでいます。

男女いきいき・輝
き 宣 言 企 業 へ の
登 録 を お 考 え の
企 業 の 方 は い ら
っしゃいますか。

職場部会で説明に
伺いますので、お
気軽にお問い合わ
せください。

　1月31日、講師に県県民生活・男女参画課課長補佐　丸茂敏樹さん、
同男女共同参画担当　小口亮平さんを迎え、『男女いきいき・輝き宣言

企業』と『ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）』について学習しました。『男女共同参画
を進めるのにどんな問題があるか」から始まり、多くの気づきをつかむことができました。

職場部会学習会

ウチゴマの様子

法印さんによる火渡り

子どものすこやかな成長を祈って渡る

　
桜
の
花
も
見
頃
を
迎
え
る
4
月
4
日
、

境
川
町
の
石
橋
地
区
で
は
、
五
穀
豊
穣
・

無
病
息
災
・
家
内
安
全
・
交
通
安
全
等

の
厄
除
け
を
祈
願
し
て
、
両
脇
に
薪
を

焚
き
上
げ
た
中
を
歩
く
火
渡
り
を
は
じ

め
と
し
た
お
不
動
さ
ん
の
お
祭
り
が
行

わ
れ
ま
す
。

臥
竜
山
大
石
寺

　
お
不
動
さ
ん
が
安
置
さ
れ
て
い
る
寺

院
は
臥
竜
山
大
石
寺
と
い
い
、
宗
派
は

真
言
宗
（
※
1
）
で
創
建
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
寛
文
年
間
（
１
６
６

１
〜
１
６
７
２
）
に
衰
廃
し
て
い
た
と

こ
ろ
を
順
覚
法
印
と
い
う
僧
が
中
興
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

お
祭
り
の
流
れ

　
お
不
動
さ
ん
の
お
祭
り
は
大
き
く
分

け
て
3
つ
の
行
事
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
始
め
に
寺
の
堂
内
で
山
伏
姿
の
法
印

さ
ん
が
護
摩
焚
き
（
※
2
）
を
行
う
ウ

チ
ゴ
マ
（
内
護
摩
）
、
次
に
境
内
で
行

う
ソ
ト
ゴ
マ
（
外
護
摩
）
、
護
摩
焚
き

が
終
わ
る
と
火
渡
り
と
続
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
お
寺
の
堂
内
で
15
分
ほ
ど

ウ
チ
ゴ
マ
を
行
い
ま
す
。
祭
場
は
本
尊

前
に
設
け
て
あ
る
半
間
四
方
ほ
ど
の
祭

壇
で
、
そ
の
中
央
に
焚
き
上
げ
場
が
あ

り
、
祭
壇
の
前
に
は
小
さ
な
鳥
居
と
色

紙
で
作
っ
た
5
体
の
人
形
（
向
か
っ
て

左
か
ら
緑
・
赤
・
黄
・
白
・
紫
）
が
供

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
薪
に
火
を
つ

け
、
太
鼓
の
音
と
共
に
真
言
を
唱
え
な

が
ら
薪
を
焚
き
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
、

御
幣
（
※
3
）
で
祓
い
の
儀
式
を
行
い
、

参
拝
者
に
配
る
木
札
を
火
で
あ
ぶ
り
ま

す
。

　
次
に
境
内
に
出
て
、
ソ
ト
ゴ
マ
を
行

い
ま
す
。
境
内
に
は
、
し
め
縄
を
張
り

会
場
を
設
け
ま
す
。
焚
き
上
げ
の
場
は
、

中
ほ
ど
に
通
路
を
通
し
両
脇
に
細
長
く

薪
や
木
枝
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
、
御
幣
を
使
っ
て
祓
い
の
儀
式

を
行
い
、
続
い
て
弓
矢
を
四
方
に
射
て
、

更
に
刀
で
四
方
を
切
り
払
い
ま
す
。
そ

の
後
、
願
文
を
読
み
上
げ
て
厄
除
け
の

祈
願
を
し
、
薪
に
火
を
つ
け
ま
す
。
火

の
勢
い
が
弱
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
清
め

の
塩
を
撒
き
、
法
印
さ
ん
の
渡
り
初
め

が
行
わ
れ
ま
す
。
渡
り
初
め
は
ま
ず
刀

を
持
っ
て
、
次
に
参
拝
者
に
配
る
木
札

を
持
っ
て
渡
り
、
最
後
に
赤
ん
坊
を
胸

に
抱
い
て
渡
る
と
、
渡
り
初
め
の
儀
式

は
終
わ
り
と
な
り
ま
す
。
塩
を
撒
い
て

清
め
る
と
、
一
般
参
拝
者
の
火
渡
り
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
燃
え
残
っ
て
消
し
炭
と
な
っ
た
木
片

を
家
に
持
ち
帰
れ
ば
、
一
年
間
防
火
守

護
の
お
守
り
に
な
る
と
の
言
い
伝
え
も

あ
り
、
毎
年
消
し
炭
を
拾
っ
て
帰
る
人

も
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
清
ら
か
な
火
の
中
を
渡
っ

て
厄
除
け
を
祈
願
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
1
　
真
言
宗
…
空
海
に
よ
っ
て
9
世

紀
初
頭
に
開
か
れ
た
仏
教
の
宗
派
。

密
教
を
基
盤
と
し
て
い
る
。

※
2
　
護
摩
焚
き
…
お
不
動
さ
ん
を
本

尊
と
し
て
そ
の
前
に
壇
を
設
け
、
護

摩
木
と
い
う
特
別
な
薪
を
た
い
て
、

諸
々
の
願
い
を
成
就
す
る
こ
と
を
祈

る
真
言
宗
の
修
法
。

※
3
　
御
幣
…
祭
祀
で
用
い
ら
れ
る
2

本
の
紙
垂
を
竹
ま
た
は
木
に
挟
ん
だ

も
の
。

た
き
ぎ

し
ん
ご
ん

い

さ
い
し

し
　
で

ま

ぞ

が
ん
も
ん

ご
へ
い

は
ら

じ
ゅ
ん
か
く
ほ
う
い
ん

ご
　
ま
　
た

す
い
は
い

た

ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

が
り
ゅ
う
ざ
ん
　
た
い
せ
き
じ



　
市
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
7
回
笛

吹
市
体
育
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
一
部
の
競
技
で
一
般
参
加
で
き
る
種

目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
（
※
は
一
般
参
加
が
可
能
）

▼
開
会
式

日
時
　
4
月
21
日
（
土
）
午
後
7
時

場
所
　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▼
陸
上
競
技
※

日
程
　
4
月
30
日
（
月
・
祝
）

場
所
　
小
瀬
陸
上
補
助
競
技
場

▼
軟
式
野
球
（
支
部
対
抗
）

日
　
程
　
4
月
15
日
（
日
）
・
22
日
（
日
）

予
備
日
　
29
日
（
日
）

場
　
所
　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
※

日
程
　
4
月
29
日
（
日
）

場
所
　
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
29
日
（
日
）

場
所
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館
・

　
　
　
浅
川
中
体
育
館

▼
卓
球
※
（
4
人
以
上
に
て
参
加
受
付
）

日
程
　
4
月
29
日
（
日
）

場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

　
　
　
ツ
公
園
体
育
館

▼
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
6
月
24
日
（
日
）

場
所
　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
サ
ッ
カ
ー
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
29
日
（
日
）

場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

　
　
　
ツ
公
園
体
育
館

▼
柔
道
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
22
日
（
日
）
午
前

場
所
　
石
和
清
流
館
柔
道
場

▼
弓
道
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
21
日
（
土
）

場
所
　
石
和
清
流
館
弓
道
場

▼
剣
道
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
28
日
（
土
）

場
所
　
石
和
清
流
館
剣
道
場

▼
相
撲
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
22
日
（
日
）

場
所
　
石
和
清
流
館
相
撲
場

▼
テ
ニ
ス
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
21
日
（
土
）

場
所
　
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
射
撃
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
22
日
（
日
）

場
所
　
下
部
射
撃
場

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
29
日
（
日
）

場
所
　
御
坂
西
小
体
育
館

▼
ゴ
ル
フ
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
26
日
（
木
）

場
所
　
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
カ
ン
ト
リ

　
　
　
ー
ク
ラ
ブ

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
支
部
対
抗
）

日
　
程
　
4
月
22
日
（
日
）

予
備
日
　
30
日
（
月
・
祝
）

場
　
所
　
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
29
日
（
日
）

場
所
　
御
坂
体
育
館

▼
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
（
支
部

対
抗
）

日
程
　
3
月
18
日
（
日
）

場
所
　
金
川
の
森
T
B
G
場

　
　
　
本
コ
ー
ス

▼
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
（
支
部
対
抗
）

日
程
　
4
月
22
日
（
日
）

場
所
　
御
坂
西
小
体
育
館

▼
水
泳
※

日
程
　
4
月
22
日
（
日
）

場
所
　
甲
府
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
※

日
程
　
4
月
29
日
（
日
）

場
所
　
花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

内
容
　
個
人
戦
（
20
歳
以
上
）

▼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
※

日
程
　
4
月
29
日
（
日
）

場
所
　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
容
　
交
流
会
方
式

▼
ハ
イ
キ
ン
グ
※

日
程
　
4
月
22
日
（
日
）

場
所
　
大
菩
薩
嶺

問
合
せ
先

　
☎
0
9
0
―
4
7
5
2
―
1
8
2
5

　
（
天
野
）

▼
武
術
太
極
拳

日
程
　
4
月
21
日
（
土
）

場
所
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

内
容
　
各
演
武

■
問
合
せ
先
　
市
体
育
協
会
事
務
局

（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
社
会
教
育
関
係
団
体
（
※
）
の
構
成
員

（
5
名
以
上
）
を
被
保
険
者
と
し
た
「
傷

害
保
険
」
等
の
補
償
制
度
で
す
。
加
入

方
法
等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
社
会
教
育
関
係
団
体
と
な
ら
な
い
例

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
団
体
・
家
族

だ
け
で
活
動
す
る
団
体
・
営
利
活
動

を
目
的
と
す
る
団
体

■
問
合
せ
先

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

山
梨
県
支
部

　
☎
0
5
5
（
2
4
3
）
3
9
2
0

　
第
8
回
笛
吹
市
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
6
日
（
日
）

※
雨
天
時
は
5
月
13
日
（
日
）
に
順
延

▼
場
所
　
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

※
参
加
方
法
等
、
詳
し
く
は
4
月
20
日

（
金
）
ま
で
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
（
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

森
の
写
生
教
室

　
季
節
の
花
や
果
物
等
を
写
生
し
ま
す
。

▼
日
時
　
5
月
3
日
（
木
）
〜
6
日
（
日
）

受
付
　
当
日
随
時

開
催
　
午
後
1
時
〜
5
時

※
混
雑
時
は
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
高
田
恭
子
氏

▼
参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
森
探
検

　
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
森
の
中

で
思
い
切
り
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
5
月
4
日
（
金
）

受
付
　
午
前
9
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
で
実
施

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
野
澤
健
夫
氏
（
㈳
日
本
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
認
定
ネ
イ
チ
ャ

ー
ゲ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
運
動
が
で
き
る
服

装
、
筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
4
月
4
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら

サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
で
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
学
ぶ

　
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
交
通

ル
ー
ル
を
学
び
な
が
ら
遊
び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
5
月
5
日
（
土
）

受
付
　
当
日
随
時
　
　

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
小
雨
決
行

▼
場
所
　
金
川
の
森
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
内
「
乗
物
広
場
」

▼
参
加
費
　
無
料

※
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
混

雑
時
は
乗
車
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

金
川
の
森
「
新
緑
ま
つ
り
」

　
春
の
一
日
を
公
園
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
　
5
月
13
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
荒
天
中
止

▼
場
所
　
金
川
の
森
「
ど
ん
ぐ
り
の
森
」

▼
内
容
　
ク
ラ
フ
ト
体
験
・
山
菜
、
野

菜
、
果
物
、
花
の
苗
、
植
木
、
パ
ン
、

木
工
品
な
ど
の
販
売
・
似
顔
絵
コ
ー

ナ
ー

森
の
演
奏
会
（
農
林
高
校
郷
土
芸
能

部
、
金
川
の
森
ブ
ラ
ス
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
、
甲
斐
の
国
御
坂
天
雷
太
鼓
保
存

会
）

野
鳥
と
の
出
会
い

　
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
野
鳥
を
み
ん
な

で
楽
し
く
観
察
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　
5
月
26
日
（
土
）

　
受
付
　
午
前
7
時
30
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
8
時
〜
11
時

※
雨
天
の
場
合
は
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
野

鳥
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
窪
田
　
茂
氏
（
山
梨
野
鳥
の

会
副
会
長
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
（
図
鑑
や
双
眼

鏡
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

▼
申
込
受
付

　
4
月
26
日
（
木
）
午
前
9
時
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

　
平
成
24
年
度
山
梨
税
務
署
の
税
務
職

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
受
験
資
格

①
平
成
24
年
4
月
1
日
に
お
い
て
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方
及
び
平
成
25

年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

方
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
に
準
ず
る

と
認
め
る
方

▼
申
込
書
交
付
期
間

5
月
14
日
（
月
）
〜
7
月
10
日
（
火
）

（
土
・
日
は
除
く
）

▼
申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
6
月
26
日
（
火
）
〜
7
月
5
日
（
木
）

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　
7
月
2
日
（
月
）
〜
10
日
（
火
）

▼
試
験
日

○
第
１
次
試
験
　
9
月
9
日
（
日
）

○
第
２
次
試
験
　
10
月
18
日
（
木
）
〜

　
25
日
（
木
）
の
う
ち
、
指
定
す
る
日

■
問
合
せ
先

　
山
梨
税
務
署
　
総
務
課

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
1
4
1
1



　
日
本
の
伝
統
話
芸
と
豊
か
な
表
現
力
、

ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
を
楽
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
。
目
標
は
楽
し
く
自
己
表
現
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
す
。
林
家
彦

い
ち
師
匠
と
ざ
ぶ
と
ん
亭
馬
場
さ
ん
が

や
さ
し
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町

村
在
住
の
小
・
中
・

高
校
生
で
、
ス
コ
レ

ー
セ
ン
タ
ー
で
行
う

次
の
練
習
日
程
・
公

演
に
参
加
で
き
る
方

▼
練
習
日
程

○
顔
合
わ
せ
会

　
5
月
13
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら

○
練
習
日
程
　
後
日
連
絡
し
ま
す
。

※
本
番
ま
で
に
10
日
間
程
度
の
練
習
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
は
午
後
4
時
30
分
〜
7
時
30

分
、
日
曜
日
と
夏
休
み
は
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
3
時
を
予
定
。

▼
公
演
　
8
月
26
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら

▼
募
集
人
数
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

　
笛
吹
市
民
劇
団
で
は
、
第
7
期
生
を

募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

大
歓
迎
で
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
応
募
資
格
　
市
内
ま

た
は
近
隣
市
町
村
在

住
の
小
学
生
以
上
の

方
で
、
ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
で
行
う
次
の

練
習
日
程
・
公
演
に

参
加
で
き
る
方

▼
練
習
日
程
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
6

時
30
分
〜
8
時
30
分
と
毎
週
日
曜
日

午
後
も
し
く
は
夜
間
（
予
定
）

※
5
月
中
旬
か
ら
練
習
開
始
予
定
で
す
。

▼
公
演
　
12
月
8
日
（
土
）・
9
日
（
日
）

▼
募
集
人
数
　
30
人
程
度
（
先
着
順
）

※
併
せ
て
大
道
具
・
小
道
具
・
照
明
・

音
響
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
ま
す
。

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
（
財
）
ふ
え
ふ
き

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
市
は
現
在
、
石
和
温
泉
駅
周
辺
整
備

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
石

和
温
泉
駅
と
そ
の
周
辺
が
市
の
玄
関
口

に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
等
と
な
る
よ
う
に

整
備
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
た
び
、
石
和
温
泉
駅
及
び
北
側

整
備
計
画
（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
の

で
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
　
4
月
23
日
（
月
）
〜
5
月

23
日
（
水
）

▼
閲
覧
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
（
南

館
）
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
意
見
の
提
出
方
法
　
ま
ち
づ
く
り
整

備
課
窓
口
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
備

え
て
い
る
用
紙
に
記
載
し
、
次
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
く
だ
さ
い
。

○
持
参
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
（
南
館
）

○
℻
　
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
5

○
郵
送
　
〒
4
0
6
―
0
0
3
1
　

　
笛
吹
市
石
和
町
市
部
8
0
9
―
1
　

笛
吹
市
役
所
　
建
設
部
　
ま
ち
づ
く

り
整
備
課
宛

○
電
子
メ
ー
ル

p
-

m
a

c
h

i@
c

ity
.fu

e
fu

k
i.lg

.jp

■
問
合
せ
先
　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

○
ワ
ー
ド
応
用
�

（
第
1
回
）

○
エ
ク
セ
ル
基
礎
（
第
1
回
）

○
エ
ク
セ
ル
応
用
（
第
1
回
）

▼
定
員
�

20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
�

2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
）

▼
場
所
�

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8
）

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
応
募
状
況
等

に
よ
り
変
更
、
ま
た
は
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
日
程
・
対
象
・
申
込
み
等
の
詳
細
は
、

チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は

お
問
い
合
わ
せ
に
よ
り
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

�
☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.y

itjc
.a

c
.jp

　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
入
門
講
座
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
基
礎

講
座
等
、
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
を
通
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
甲
府
市
塩
部
4
―
5
―
28

■
問
合
せ
先

　
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
3
2
1
0

（表１）

▼軽減割合

世　帯

単身・2人

3人

以後1人増えるごとに35万円加算

収入基準額（年額）

120万円以下

155万円以下

第1･2段階

第3段階

所得段階 負担割合

保険料を3/4に減額

保険料を1/2に減額

※保険料第1段階のうち、生活保護受
給者は除きます。

　
市
で
実
施
す
る
二
次
予
防
事
業
（
運

動
機
能
向
上
・
栄
養
改
善
・
口
腔
機
能

向
上
・
認
知
症
予
防
支
援
な
ど
）
の
対

象
者
を
把
握
す
る
た
め
に
「
元
気
度
チ

ェ
ッ
ク
笛
吹
」
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
方
に
調
査
票

を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
対
象
（
い
ず
れ
も
介
護
認
定
の
あ
る

方
は
除
き
ま
す
）

○
昭
和
21
年
4
月
1
日
〜
昭
和
22
年
3

月
31
日
生
ま
れ
の
方

○
昨
年
度
転
入
し
て
き
た
65
歳
以
上
の
方

○
生
活
機
能
の
低
下
が
心
配
さ
れ
る
65

歳
以
上
の
方
（
本
人
ま
た
は
家
族
か

ら
の
申
し
出
が
必
要
）

※
調
査
票
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、

記
入
し
、
同
封
の
封
筒
で
切
手
を
貼

ら
ず
に
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

体
の
機
能
を
維
持
・
改
善
す
る
た
め
に

　
平
成
23
年
度
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

昭
和
21
年
3
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
を
対
象
に
81
・
9
％
の
方
に
ご
返
信

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
心
身
の
機
能
が
低
下
す
る
と
要
介
護

状
態
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
れ

を
予
防
す
る
た
め
に
、
該
当
す
る
方
に

は
衰
え
て
き
た
体
の
機
能
を
維
持
・
改

善
す
る
二
次
予
防
事
業
へ
の
お
勧
め
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
引
き

続
き
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
説
明
会
な
ど
を
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
市
の
高
齢
者
の

実
態
を
把
握
す
る
調
査
も
兼
ね
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
は
、
市
の
状
況
と
し
て

分
析
し
、
今
後
も
広
報
ふ
え
ふ
き
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
く
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
次
に
該
当
す
る
方
に
、
介
護
慰
労
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
で
、
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る

高
齢
者
を
、
同
一
家
庭
内
で
常
時
介

護
し
た
介
護
者

○
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
65
歳

以
上
の
高
齢
者

○
寝
た
き
り
高
齢
者
ま
た
は
認
知
症
高

齢
者

※
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合

は
、
認
定
調
査
票
で
確
認
し
ま
す
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
場

合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
医
師
の
診
断
書

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

○
各
月
ご
と
に
入
院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
が
な
い
こ
と
。
（
入
院
や
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
が
1
日
で
も
あ

っ
た
月
は
、
非
該
当
と
な
り
ま
す
）

▼
対
象
期
間
　
平
成
23
年
10
月
か
ら
平

成
24
年
3
月
ま
で
の
各
月

▼
支
給
額
　
月
額
1
万
円

▼
申
請
方
法
　
高
齢
福
祉
課
ま
た
は
各

支
所
に
備
え
て
あ
る
申
請
用
紙
に
記

入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
　
4
月
2
日
（
月
）
〜
13
日

（
金
）
（
土
・
日
を
除
く
）

※
期
間
厳
守
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
前
回
（
平
成
23
年
4
月
か
ら
23
年
9

月
分
）
受
給
さ
れ
た
方
に
は
、
個
別

に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
ま
た
は
各
支
所

　
65
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）

で
、
介
護
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

に
は
、
次
の
よ
う
な
減
免
制
度
が
あ
り

ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
り
保
険

料
の
納
付
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方

○
住
民
税
世
帯
非
課
税
（
※
）
で
あ
る
方

○
世
帯
の
前
年
度
収
入
金
額
の
合
計
が

1
2
0
万
円
以
下
で
あ
る
方
（
表
1

参
照
）

○
住
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
な

い
方
（
税
法
上
の
扶
養
親
族
、
健
康

保
険
等
の
被
扶
養
者
、
給
与
計
算
上

の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な
い
方
）

○
世
帯
全
員
の
預
貯
金
な
ど
の
合
計
が

3
5
0
万
円
以
下
で
あ
る
方

○
世
帯
全
員
が
居
住
用
資
産
以
外
に
処

分
で
き
る
資
産
を
持
っ
て
い
な
い
方

　
そ
の
他
、
災
害
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
事
由
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
難
し
く
な
っ
た
場
合
に
も
減
免
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
対
象
の
区
分
等
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
介
護
保
険
課
　
介
護
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
3

お
と
ろ



変更後

39,670円

7.86％

均等割

所得割

変更前

38,710円

7.28％

認 定 証 と 被
保 険 者 証 を
窓 口 に 提 示
し て く だ さ
い

低所得者
Ⅰ

所得
区分

現役並み
所得者

一　般

低所得者
Ⅱ

�8,000円

外来の
限度額

44,400円

12,000円

事前の
手続き

必 要 あ り ま
せん

市町村担当窓
口で「認定証」
の交付申請が
必要

病院・薬局
などで

被 保 険 者 証
を 窓 口 に 提
示 し て く だ
さい

　日本歯科医師会が定める4月18日「よい歯の日」
に合わせ、笑顔一杯の写真を募集します。
　期限　5月11日（金）必着
　テーマ　「笑顔と健康」
　応募方法　氏名を明記し、Eメールにてカメ

ラ付き携帯電話で撮影した画像を送信してください。パ
ソコンからの送信もできます。一人一点までです。

　Eメール　contest@yda.jp
■応募・問合せ先
　県歯科医師会事務局　☎�055（252）6481

　
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の
紙
お

む
つ
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
の
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
、
平
成
23
年
度
市
民
税
所
得
割
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
方
で
、
次
の
項

目
に
当
て
は
ま
る
方

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
尿
失
禁
な

ど
の
た
め
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
方

②
要
介
護
3
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

て
、
尿
失
禁
な
ど
の
た
め
常
時
紙
お

む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

③
重
度
心
身
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
1
、
2
級
）
で
あ
り
、
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

※
「
紙
お
む
つ
」
と
は
、
お
む
つ
型
、

パ
ン
ツ
タ
イ
プ
の
こ
と
で
す
。
尿
と

り
パ
ッ
ト
の
み
の
使
用
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
①
と
②
の
尿
失
禁
に
つ
い
て
、
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
場
合
は
、

認
定
調
査
票
で
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
の
場

合
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職

員
が
訪
問
し
、
状
況
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
対
象
期
間
　
平
成
23
年
10
月
1
日
〜

平
成
24
年
3
月
31
日
（
後
期
分
）

　
1
カ
月
の
う
ち
15
日
以
上
在
宅
期
間

が
あ
れ
ば
、
支
給
対
象
月
と
な
り
ま

す
。

※
在
宅
介
護
を
支
援
す
る
制
度
の
た
め
、

入
院
や
介
護
保
険
施
設
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
な
ど
の
期
間
は
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

▼
助
成
額
　
月
額
4
0
0
0
円

▼
申
請
期
間

　
4
月
2
日
（
月
）
〜
13
日
（
金
）
（
土
・

日
を
除
く
）

※
申
請
の
際
は
、
紙
お
む
つ
の
領
収
書

（
日
付
、
品
名
、
金
額
が
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
レ
シ
ー
ト
で

も
可
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
領

収
書
が
な
い
分
は
、
助
成
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
方
の

場
合
は
、
課
税
状
況
を
確
認
し
対
象

者
に
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
ま
た
は
各
支
所

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
は
、

現
役
世
代
か
ら
の
支
援
金
、
被
保
険
者

か
ら
の
保
険
料
な
ど
全
国
民
で
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
の
医
療
費

は
前
年
比
11
・
4
%
、
平
成
22
年
度
前

年
比
5
%
そ
れ
ぞ
れ
増

加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
年
々
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
24
年
、
25
年
の
保
険

料
を
次
の
と
お
り
改
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
医
療
削
減
の
ご

協
力
も
併
せ
て
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
低
所
得
者
の
保
険
料
の
均
等

割
額
の
軽
減
措
置
は
継
続
さ
れ
ま
す
。

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
さ
ん
へ

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
ご
加
入
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
24
年

4
月
か
ら
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

た
と
き
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示

す
れ
ば
、
ひ
と
月
の
同
じ
医
療
機
関
等

の
窓
口
で
の
支
払
い
が
「
一
定
の
限
度

額
」
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
低
所
得
者
Ⅰ
・
Ⅱ
の
方
は

事
前
の
手
続
き
と
認
定
証
の
提
示
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

【作り方】
①なすは荒めのみじん切り、玉ねぎはみじん切りにする。
②ボウルにＡの材料を全部入れ、粘りが出るまでこねる。
③�②を３２等分になるようにわけ、しゅうまいの皮で包ん

でいく。
④蒸気の上がった蒸し器にきゃべつを敷き、その上に③を

並べ強火で10分蒸す。
⑤器に盛り、ミニトマトを添える。お好みでぽん酢でいた

だく。

■問合せ先��健康づくり課��健康企画担当��☎�055（261）1901

　
子
ど
も
と
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
ま

せ
ん
か
。
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
は
子

ど
も
の
心
に
も
良
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

▼
対
象
　
0
〜
3
歳
未
満
の
幼
児
と
そ

の
家
族

▼
日
時
　
5
月
29
日（
火
）、6
月
12
日（
火
）、

7
月
10
日
（
火
）・
14
日
（
土
）
、
9
月

11
日（
火
）、
10
月
2
日（
火
）・
6
日（
土
）、

11
月
13
日
（
火
）
、
12
月
11
日
（
火
）・

22
日
（
土
）
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
川
上
　
琴
美
先
生
（
山
梨
学

院
短
期
大
学
保
育
科
教
授
）

　
中
込
　
ま
ゆ
み
先
生
（
山
梨
学
院
短

期
大
学
食
育
推
進
室
課
員
）

▼
内
容

○
表
現
活
動
で
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
、
家

庭
に
お
け
る
育
児
、
食
育
等
子
育
て
に

必
要
な
こ
と
を
専
門
家
に
学
び
ま
す
。

○
今
年
度
か
ら
は
、
年
齢
別
の
ク
ラ
ス

ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
。

○
各
土
曜
日
に
家
族
ぐ
る
み
で
子
の
健

全
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

「
イ
ク
メ
ン
＆
イ
ク
ジ
ジ
・
イ
ク
バ

バ
D
A
Y
」
を
設
け
ま
し
た
。

▼
申
込
期
限
　
4
月
16
日
（
月
）

▼
申
込
方
法
　
申
込
書
ま
た
は
電
話

▼
受
講
料
　
年
間
２
０
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
生
涯
学
習
担
当
　

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
9

　
県
助
産
師
会
会
長
の
榊
原
ま
ゆ
み
先

生
を
お
招
き
し
て
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
生
後
6
カ
月
ま

で
の
親
子
35
組
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
毎
月
第
3
水
曜
日

�
午
前
10
時
か
ら
正
午

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ

ず
み
さ
か

▼
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
他
に
、

身
長
＆
体
重
測
定
・
足
型
ス
タ
ン
プ
・

育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
赤
ち
ゃ
ん
に
オ
イ
ル
は
使
用
し
ま
せ

ん
。
お
母
さ
ん
の
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー

ジ
に
は
オ
イ
ル
を
使
用
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
開
催
日
の
翌
日
10
時
よ

り
次
回
の
予
約
を
電
話
に
て
受
付
け

ま
す
。
な
お
、
4
月
開
催
の
教
室
は

受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
き
っ
ず
み
さ
か

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
8
6
8
8

笛吹市の食材：なす

しゅうまいの皮�………�32枚
きゃべつ�………………�4枚
ミニトマト�……………�8個
ぽん酢�…………………�適量

材　料（4人分）
豚ひき肉�………………�400ｇ
　　　なす�……………�1個
　　　玉ねぎ�…………�1/2個
Ａ　　ごま油�…………�大さじ2
　　　こしょう�………�少々
　　　片栗粉�…………�小さじ4
　　　塩�………………�小さじ2/3

毎月19日は食育の日、家族そろって食事をしましょう

副菜：1つ

主菜：3つ



※２　定期予防接種同様、公費により接種することができます（上限あり）。この予防接種は、平成25年３
月31日までの期間限定です。

※３　高校２年生については、平成23年度中に１回でも接種を行った方に限り、残りの回数を公費で接種
できます。

※４　今年度の対象者の方のなかで、既に昨年度交付済みの予診票（有効期限H24.3.31）をお持ちの方は、
有効期限をH25.3.31に読み替えて使用してください。なお、ヒブワクチン及び小児用肺炎球菌ワクチ
ンの対象者で、平成25年3月31日までに５歳の誕生日の前々日を迎える方は、その誕生日の前々日ま
でが有効期限となりますので注意してください。

予防接種の種類

ＢＣＧ

ポリオ

三種混合（ジフテリア・百日せき

・破傷風）

二種混合（ジフテリア・破傷風）

麻しん風しん混合

日本脳炎

定
�
�

期

任
意�

※
４

1期初回

1期追加

2期

1期

2期

3期

4期

1期初回

1期追加

２期

回数

1回

2回

3回

1回

1回

1回

1回

1回

1回

2回

1回

1回

法律で定められている接種期間

生後6カ月未満

生後３～90カ月（7歳6カ月）未満

生後３～90カ月（7歳6カ月）未満

生後３～90カ月（7歳6カ月）未満

11歳～13歳未満

生後12カ月（１歳）～24カ月（２歳）未満

５歳～７歳未満で小学校就学前の１年間

中学１年生に相当する年齢

高校３年生に相当する年齢

生後６～90カ月（7歳6カ月）未満　※１

生後６～90カ月（7歳6カ月）未満　※１

９歳～13歳未満　※１

※１　過去の接種勧奨見合わせに対する救済措置として特別な接種期間があります。

予防接種の種類

子宮頸がん予防ワクチン（女子）

ヒブワクチン

小児用肺炎球菌ワクチン

回数

3回

1～4回

1～4回

公費で接種できる期間　※２

中学１年生～高校１年生　※３

生後２カ月～５歳未満

生後２カ月～５歳未満

　
予
防
接
種
は
、
お
子

さ
ん
の
病
気
を
予
防
す

る
た
め
、
ま
た
、
周
り

へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め

に
大
切
な
手
段
で
す
。

　
予
防
接
種
に
は
、
法

律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

た
定
期
予
防
接
種
と
、

個
人
の
判
断
で
自
主
的
に
行
う
任
意
予

防
接
種
（
公
費
に
よ
る
補
助
の
あ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
別
表
参
照
）
が
あ
り

ま
す
。

　
母
子
健
康
手
帳
の
予
防
接
種
記
録
を

確
認
し
、
ま
だ
接
種
が
済
ん
で
い
な
い

予
防
接
種
は
早
目
の
接
種
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
麻
し
ん
は
、
一
般
に
小
児
期
に
多
い

急
性
の
感
染
症
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
近
年
は
、
10
代
、
20
代
の
方
に

多
く
感
染
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
10
代
か
ら
20
代
の
方
々
の
中
に
は
、

今
ま
で
一
度
も
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
て
い
な
い
人
が
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
予
防
接
種
は
、
一
度
で
十
分
な
免
疫

が
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
麻
し
ん
ワ

ク
チ
ン
を
一
回
接
種
し
て
も
、
数
％
の

人
に
は
十
分
な
免
疫
が
つ
か
な
い
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
接
種
年
齢
に
該
当
す
る
人
は
、
積
極

的
に
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
実
際
は
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
ワ
ク

チ
ン
は
混
合
さ
れ
、
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者
に
は
、
予
診
票
、
契
約
医
療

機
関
一
覧
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
個
別
通
知
し
ま
す
。

○
お
手
元
に
予
診
票
が
な
い
場
合
は
、

健
康
づ
く
り
課
で
再
交
付
手
続
き
を

お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
際
、

必
ず
事
前
に
電
話
等
で
保
健
師
に
連

絡
し
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
「
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
接
種
期

間
」
（
別
表
参
照
）
が
、
す
で
に
終

了
し
て
い
る
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

自
費
で
の
接
種
に
な
り
ま
す
。
主
治

医
と
ご
相
談
の
う
え
、
お
子
さ
ん
の

た
め
に
も
接
種
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

○
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
①
接

種
時
期
、
②
各
予
防
接
種
の
効
果
や

目
的
、
副
反
応
の
可
能
性
な
ど
を
よ

く
理
解
し
た
上
で
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

○
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
①
母
子
健

康
手
帳
、
②
予
診

票
を
必
ず
持
参
し

ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
健
康
づ
く
り
課
　
母
子
保
健
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
1

　
幼
児
教
室
前
期
に
参
加
す
る
親
子
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
以
上
の
未

就
学
児
親
子
　
50
組
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
4
月
か
ら
9
月
の
水
曜
日
の

内
、
全
13
回

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
10
分

▼
場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
き
っ

ず
み
さ
か

▼
内
容
　
体
遊
び
・
昔
話
遊
び
・
読
み

聞
か
せ
・
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動
会
・
ど
ろ

ん
こ
あ
そ
び
・
季
節
の
工
作
な
ど

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
き
っ
ず
み
さ
か

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
8
6
8
8

　
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」
で
は
年
間
を
通

し
て
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
を
持

つ
母
親
15
人
（
託
児
付
）
（
先
着
順
）

▼
日
時
　
4
月
20
日（
金
）・
5
月
18
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館

▼
講
師
　
半
田
美
恵
子
先
生
（
市
社
会

体
育
指
導
員
）

▼
持
ち
物
・
服
装
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

運
動
で
き
る
服
装
、
靴

▼
申
込
方
法
　
両
日
と
も
に
、
各
月
1

日
よ
り
電
話
で
受
付
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
き
っ
ず
や
つ
し
ろ

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
　

　
農
薬
を
取
り
扱
う
皆
さ
ん
、
農
薬
は

正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
を
取
り
扱
う
方
の
安
全
は
も
ち

ろ
ん
、
農
薬
が
周
辺
の
住
宅
や
他
の
農

作
物
に
飛
散
し
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
農
薬
を
散
布
す
る
時
は
…

　
住
宅
地
周
辺
に
お
い
て
事
前
に
周

辺
住
民
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
散
布
方
法
や
時
間
帯
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
薬
の
残
液
を
河
川
等
に
流
す
と
…

　
環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
の

で
、
農
薬
調
整
時
に
は
一
度
の
散
布

で
使
い
き
れ
る
量
を
調
整
し
残
液
は

散
布
む
ら
の
調
整
に
利
用
し
、
ま
た
、

散
布
に
使
用
し
た
器
具
及
び
容
器
を

洗
浄
し
た
水
は
、
排
水
路
や
河
川
等

に
直
接
排
水
す
る
こ
と
を
避
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
農
薬
を
使
用
す
る
時
は
…

　
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
書
か
れ
て
い
る

適
用
作
物
、
使
用
濃
度
、
使
用
時
期

及
び
使
用
回
数
な
ど
の
安
全
使
用
基

準
や
注
意
事
項
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
所
や
ご
家
庭
に
お
い
て
も
…

　
樹
木
や
花
壇
な
ど
の
病
害
虫
防
除

や
、
駐
車
場
な
ど
の
農
地
以
外
の
場

所
で
除
草
剤
を
散
布
す
る
よ
う
な
場

合
、
周
辺
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
農
作

物
に
農
薬
が
飛
散
す
る
と
、
そ
の
地

域
の
農
作
物
が
出
荷
で
き
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
農
薬
の
飛
散
な
ど
に
係
る
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
、
農
家
、
非
農
家
を
問
わ

ず
、
地
域
に
お
い
て
日
頃
か
ら
連
絡
を

取
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
に
お
い
て
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
獣

類
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
が
多
発
し

て
い
る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
で
、
被
害

防
止
対
策
と
し
て
鳥
獣
害
防
止
対
策
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
野
生
動
物
に
よ
る
被
害
は
農
家
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
沿
い
の

地
域
に
限
ら
ず
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
イ

ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

等
が
民
家
の
庭
先
に
出
没
し
て
い
る
地

域
が
あ
り
ま
す
。
人
と
野
生
動
物
の
生

活
の
場
所
が
一
緒
に
な
ら
な
い
よ
う
、

野
生
動
物
を
集
落
に
寄
せ
付
け
な
い
た

め
の
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

▼
生
ご
み
の
適
正
処
理
を

　
農
地
や
庭
先
の
果
樹
や
野
菜
な
ど

の
未
収
穫
物
や
家
庭
か
ら
出
る
生
ゴ

ミ
な
ど
は
エ
サ
に
な
り
や
す
く
、
野

生
鳥
獣
を
誘
引
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

放
置
せ
ず
に
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

▼
空
き
地
等
の
管
理
を

　
荒
れ
て
い
る
畑
や
空
き
地
等
は
野

生
動
物
の
隠
れ
場
な
ど
に
な
り
ま
す

の
で
、
定
期
的
に
刈
り
払
い
等
の
管

理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
野
生
鳥
獣
に
よ
り
農
作
物
に
被

害
を
受
け
た
場
合
は
、
各
地
区
の
代
表

者
を
通
し
農
林
振
興
課
ま
た
は
各
支
所

へ
被
害
の
場
所
・
面
積
・
量
・
金
額
等

の
ご
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
の
実

施
に
お
い
て
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



事業名

新規就農者
支援事業

内　容 対象者

新規就農農業
後継者支援事業

市内に就
農しよう
とする農
業後継者
に対して
新規就農
の営農を
支援

新規就農
者に対す
る補助

○年間200日以上農業に従事し、翌
年の確定申告時に事業主になる見
込みの方

○市内に住所を有し、かつ、市内に
おいて継続して就農することを希
望する45歳未満の方

○市で認定された新規就農者
○補助金交付終了後、3年間は市内

において就農する見込みのある方
　以上全てに当てはまる方で、Iター
ン者、Uターン者、新規学卒者、転
職者など、いずれかに当てはまる方
です。詳細は、お問い合わせください。

○年間150日以上農業に従事し、翌
年の確定申告時に事業専従者にな
る見込みの方

○市内に住所を有し、かつ、市内に
おいて継続して就農することを希
望する30歳未満の方

○市で認定された農業後継者
○補助金交付終了後、3年間は市内

において就農する見込みのある方
　以上全てに当てはまる方で、新規
学卒者、Uターン者、転職者など、
いずれかに当てはまる方です。詳細
は、お問い合わせください。

補助金額

Iターン者は１世
帯あたり年額100
万円を2年間補助
する。
Uターン者、新規
学卒者及び転職者
は1世帯あたり年
額50万円を2年間
補助する。

１世帯あたり毎月
3万円
認定の決定から5
年間または30歳に
なる月の前月まで
のどちらか短い期
間

農
業
生
産
法
人
設
立
を
後
押
し

〜
農
業
生
産
法
人
化
助
成
金
〜

　
農
業
生
産
法
人
の
設
立
に
対
し
て
、

そ
の
設
立
準
備
費
等
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
農

業
生
産
法
人

○
農
業
生
産
法
人
の
所
在
地
及
び
生
産

活
動
拠
点
が
市
内
に
あ
る
こ
と

○
法
人
と
し
て
農
業
経
営
改
善
計
画
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
が
明
確
で
あ
る

か
、
も
し
く
は
業
務
執
行
役
員
要
件

の
役
員
に
市
内
在
住
の
認
定
農
業
者

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

○
法
人
へ
の
農
地
の
権
利
設
定
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と

○
市
内
在
住
の
役
員
に
市
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と

▼
助
成
金
額
　
農
業
生
産
法
人
設
立
準

備
費
用
等
に
係
る
経
費
で
、
50
万
円

を
限
度
（
助
成
金
の
交
付
は
1
回
限
り
）

電
気
柵
の
設
置
を
補
助

〜
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
電
気
柵
等
設

置
費
補
助
金
〜

　
電
気
柵
等
の
設
置
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
る
方

○
市
内
に
在
住
し
、
農
業
従
事
者
で
あ

る
方

○
対
象
農
地
を
所
有
、
も
し
く
は
利
用

権
設
定
等
に
よ
り
借
り
入
れ
て
い
る

こ
と
。

○
電
気
柵
等
を
購
入
し
設
置
し
た
方

○
鳥
獣
被
害
が
発
生
し
た
地
域
及
び
被

害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
地
域
で
あ

る
こ
と

○
ほ
場
等
が
連
担
し
て
い
る
地
域
に
お

い
て
共
同
で
設
置
す
る
場
合
は
、
概

ね
10
人
以
上
で
組
織
す
る
集
団

※
防
護
資
材
等
の
設
置
に
係
る
資
材
費

（
消
費
税
抜
き
）
の
み
が
対
象
で
す
。

※
農
地
1
か
所
あ
た
り
防
護
資
材
等
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
1
種
に
限
り
ま
す
。

▼
補
助
金
額

○
個
人
で
設
置
し
た
も
の
…

　
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
以
内
（
限

度
額
5
万
円
）

○
集
団
で
設
置
し
た
も
の
…

　
補
助
対
象
経
費
の
1
／
2
以
内
（
限

度
額
50
万
円
）

チ
ッ
パ
ー
、
炭
焼
き
小
屋
、
E
M

活
性
液
に
関
す
る
補
助

　
剪
定
枝
粉
砕
機
（
チ
ッ
パ
ー
）
、
炭

焼
き
小
屋
、
Ｅ
Ｍ
活
性
液
製
造
装
置
を

共
同
で
購
入
す
る
場
合
、
補
助
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
　
5
名
（
5
経
営
体
）
以
上
の

農
業
者

▼
補
助
金
額
　
1
／
2
（
最
大
50
万
円
）

※
こ
の
事
業
以
外
に
も
農
地
流
動
化
奨

励
補
助
金
な
ど
の
事
業
が
あ
り
ま
す

の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
農
林
振
興
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
で
は
、
農
林
業
者
支
援
と
し
て
各
種
補
助
・
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
経
営
の
安
定
と
国
内
生
産
力
の

確
保
を
図
り
、
食
料
自
給
率
の
向
上
と

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維
持
を
目
指
し
、

実
施
さ
れ
ま
す
。

米
の
所
得
補
償
交
付
金

　
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従
っ
て
販
売

目
的
で
生
産
を
行
う
販
売
農
家
、
集
落

営
農
の
皆
さ
ん
に
、
標
準
的
な
生
産
費

と
標
準
的
な
販
売
価
格
の
差
額
分
が
直

接
交
付
さ
れ
ま
す
。

▼
交
付
単
価

　
1
万
5
0
0
0
円
／
10
ア
ー
ル

▼
交
付
対
象
面
積

　
主
食
用
米
の
作
付
面
積
か
ら
、
自
家

飯
米
相
当
分
と
し
て
一
律
10
ア
ー
ル

を
差
引
い
た
面
積

水
田
活
用
の
所
得
補
償
交
付
金
（
水

田
に
作
付
け
し
た
作
物
が
対
象
）

　
水
田
で
麦
・
大
豆
・
米
粉
用
米
、
飼

料
用
米
等
の
戦
略
作
物
を
販
売
目
的
で

生
産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
皆

さ
ん
に
、
主
食
用
米
並
み
の
所
得
を
確

保
し
得
る
水
準
の
交
付
金
が
直
接
交
付

さ
れ
ま
す
。

▼
交
付
単
価

①
対
象
作
物
・
交
付
単
価

・
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物

　
3
万
5
0
0
0
円
／
10
ア
ー
ル

・
米
粉
用
米
、
飼
料
用
米
、
W
C
S
用

稲
　
8
万
円
／
10
ア
ー
ル

・
そ
ば
、
な
た
ね
、
加
工
用
米

　
2
万
円
／
10
ア
ー
ル

・
そ
の
他
作
物

　
県
で
単
価
を
設
定
し
ま
す
。

②
二
毛
作
助
成

　
1
万
5
0
0
0
円
／
10
ア
ー
ル

※
主
食
用
米
と
戦
略
作
物
、
ま
た
は
戦

略
作
物
同
士
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

二
毛
作
が
対
象

③
耕
畜
連
携
助
成

　
1
万
3
0
0
0
円
／
10
ア
ー
ル

※
耕
畜
連
携
の
取
組
を
行
う
農
業
者
が

対
象

畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金
（
水

田
及
び
畑
に
作
付
け
し
た
畑
作
物

が
対
象
）

　
対
象
作
物
ご
と
の
生
産
数
量
目
標
に

従
っ
て
、
販
売
目
的
で
生
産
を
行
う
販

売
農
家
、
集
落
営
農
に
対
し
て
、
標
準

的
な
生
産
費
と
標
準
的
な
販
売
価
格
の

差
額
分
に
相
当
す
る
交
付
金
が
直
接
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
作
物
　
麦
（
小
麦
、
六
条
大
麦
等
）
、

大
豆
、
そ
ば
、
な
た
ね
等

▼
主
な
交
付
単
価

①
数
量
払
の
平
均
交
付
単
価

・
小
麦
　
　
　
6
3
6
0
円
／
60
㎏

・
六
条
大
麦
　
5
5
1
0
円
／
50
㎏

・
大
豆
　
1
万
1
3
1
0
円
／
60
㎏

・
そ
ば
　
1
万
5
2
0
0
円
／
45
㎏

・
な
た
ね
　
　
8
4
7
0
円
／
60
㎏
他

②
面
積
払
　

　
　
農
地
を
農
地
と
し
て
保
全
し
、
営

農
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低

限
の
経
費
が
賄
え
る
水
準
を
営
農
継

続
支
払
と
し
て
、
2
万
円
／
10
ア
ー

ル
（
畑
作
物
共
通
）
が
直
接
交
付
さ

れ
ま
す
。

※
各
交
付
金
と
も
、
6
月
29
日
ま
で
に
、

営
農
計
画
書
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
申
請
手
続
き
等
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
環
境
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に

取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
て
直
接
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
全
て
に
当
て
は
ま
り
、

販
売
を
目
的
と
し
て
生
産
を
行
う
農

業
者
、
集
落
営
農
（
農
業
者
グ
ル
ー

プ
）

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と

○
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行

な
っ
て
い
る
こ
と

▼
支
援
対
象
と
な
る
取
り
組
み

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
取

り
組
み
で
す
。

○
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の
5
割

低
減
す
る
取
り
組
み
と
次
の
い
ず
れ

か
の
取
り
組
み
を
セ
ッ
ト
で
行
う
こ

と
・
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付
け
（
緑
肥

等
の
作
付
け
）

・
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
又
は
草
生
栽
培
（
園

地
に
麦
類
や
牧
草
等
を
作
付
け
す
る
）

・
冬
期
湛
水
管
理

○
有
機
農
業
の
取
り
組
み
（
化
学
肥
料
・

農
薬
を
使
用
し
な
い
）

▼
申
請
書
類

　
　
農
林
振
興
課
に
備
え
て
い
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　
6
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
市
農
林
振

興
課
へ
交
付
申
請
書
・
実
施
計
画
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
支
援
単
価

　
国
と
地
方
公
共
団
体
を
合
わ
せ
た

支
援
単
価
は
8
0
0
0
円
／
10
a
で

す
。

■
問
合
せ
先

・
関
東
農
政
局
甲
府
地
域
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
5
4
）
6
0
1
6

・
農
林
振
興
課
　
農
産
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
２
）
４
１
１
１

た
ん
す
い



�(10ａ当り��年額　単位：円)�

芦
川
地
区

地
区

石
和
・
春
日
居
地
区

御
坂
・
一
宮
・
八
代
・
境
川
地
区

作物区分

地域区分

平坦地域

傾斜地域

平坦地域

傾斜地域

山間地域

全地域

田

水稲

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

平　均　額　3,400
最　高　額　3,500
最　低　額　3,300
データ数　 2

畑

普通畑

平　均　額　24,700
最　高　額　64,900
最　低　額　 6,600
データ数　 10

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

平　均　額　24,700
最　高　額　35,500
最　低　額　11,600
データ数　 11

平　均　額　11,900
最　高　額　30,700
最　低　額　 5,500
データ数　 10

平　均　額　12,700
最　高　額　21,100
最　低　額　 9,600
データ数　 10

樹　園　地

もも・ぶどう・その他

平　均　額　35,300
最　高　額　77,000
最　低　額　 7,200
データ数　 47

平　均　額　30,700
最　高　額　72,800
最　低　額　 3,900
データ数　 115

平　均　額　19,300
最　高　額　63,500
最　低　額　 3,000
データ数　 41

※「金額」は、算出結果を四捨五入し100円単位としています。

　
平
成
23
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
に
締

結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る

賃
借
料
水
準
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま

す
。

　
こ
の
水
準
は
、
法
律
に
よ
り
賃
借
さ

れ
た
実
勢
の
賃
借
料
を
集
計
し
た
も
の

で
す
。
賃
借
料
を
決
定
す
る
際
の
判
断

材
料
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
「
賃
借
料
情
報
」
は
、

実
勢
の
集
計
値
で
あ
り
拘
束
力
は
な
く

賃
借
料
決
定
の
参
考
と
し
て
提
供
す
る

も
の
で
す
。
実
際
の
農
地
の
賃
貸
借
の

契
約
時
に
は
、
貸
し
手
と
借
り
手
の
両

者
で
、
よ
く
協
議
し
た
上
で
締
結
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
0
3
8

　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
桃
の

摘
果
・
袋
か
け
、
ぶ
ど
う
の
房
作
り
・

摘
粒
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間
　
5
月
中
旬
か
ら
6
月
下
旬
に

か
け
て
8
日
間
を
予
定

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
1
3
0

　
も
も
、
ま
た
は
ぶ
ど
う
の
生
育
ス
テ

ー
ジ
別
の
管
理
作
業
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
　
60
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、

県
内
に
就
農
を
希
望
さ
れ
る
方
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
5
〜
12
月
の
農
業
大
学
校
が

指
定
す
る
土
曜
日
も
し
く
は
日
曜
日
（
各

コ
ー
ス
10
回
実
施
）

　
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

※
研
修
日
は
、
雨
天
時
は
延
期
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
場
所
　
も
も
（
山
梨
市
の
先
進
農
家

ほ
場
）
、
ぶ
ど
う
（
笛
吹
市
の
先
進
農

家
ほ
場
）

▼
定
員
　
各
コ
ー
ス
10
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ
り

決
定
さ
れ
ま
す
。

▼
受
講
料
　
無
料

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
県
立
農
業
大
学
校
　
研
修
課

　
☎
0
5
5
1
（
3
2
）
2
2
6
9

　
県
で
は
、
災
害
の
防
止
、
水
源
の
か

ん
養
等
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
森
林

を
健
全
な
姿
で
次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
、
平
成
24
年
4
月
1
日
か

ら
森
林
環
境
税
（
県
民
税
均
等
割
の
超

過
課
税
）
を
導
入
し
ま
す
。

　
県
民
税
均
等
割
額
に
次
の
額
を
上
乗

せ
（
超
過
課
税
）
し
て
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、
納
付
の
方
法
は
こ
れ

ま
で
の
県
民
税
均
等
割
と
同
じ
で
す
。

○
個
人
　
年
額
5
0
0
円
（
平
成
24
年

度
か
ら
課
税
）

○
法
人
　
均
等
割
額
の
5
％
（
平
成
24

年
4
月
1
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業

年
度
か
ら
課
税
）

■
問
合
せ
先

・
税
の
使
い
道
に
関
す
る
こ
と

　
県
森
林
環
境
総
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
6
3
4

・
税
の
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と

　
県
税
務
課

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
3
8
7

手数料

○納税義務者の場合は、本人確認ができるもの（納税通知書、運転免許証、各
種健康保険証等）が必要です。（代理人の場合は、委任状が併せて必要）また、
納税義務者が法人である場合は、法人の代表者印が押印された申請書が必要
です。

○土地、家屋等の処分をする権利、賃借権、その他の使用または収益を目的と
する権利を有する人の場合は、その権利があることを確認できるもの（賃貸
借契約書等及貸借料等を払い込んだことのわかる領収書等や裁判所等による
選任書等）も併せて必要です。

申請に必要なもの

期　　間

場　　所 税務課

縦覧できる人
（①・②のいずれか）

納税者の所有する固定資産以外の固定資産（土
地・家屋）※土地の納税者は土地、家屋の納税
者は家屋の縦覧帳簿が縦覧できます。

納税義務者の場合は、納税義務者であることが確
認できるもの（納税通知書、運転免許証、各種健康
保険証等）が必要です。（代理人の場合は、委任状等
が併せて必要）また、納税義務者が法人である場合
は、法人の代表者印が押印された申請書が必要です。

①：固定資産税の納税義務者、または納税義務者からの委任状等をお持ちの人（代
理人）

②：土地、家屋について賃借権、その他の使用または収益を目的とする権利を
有し賃借料等の対価を支払っている人

③：破産管財人など、固定資産の処分をする権利を有する人

土地：所在、地番、地目、地積、固定資産の評価額、課税標準額及び税額等
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、評価額、課税標準額及び税額等
※土地家屋などに権利を有する人は、その目的となる固定資産に限られます。

300円／１件　（納税義務者ごと）※ただし、縦覧期間中（４月２日から７月31
日まで）は手数料無料で閲覧できます。

土地：所在、地番、地目、地積、価格
家屋：所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格

①：市内に所在する土地や家屋に対する固定資産
税の納税者

②：納税者の代理権を有する人（委任状等が必要）

４月２日（月）～７月31日（火）（土・日・祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

縦覧できる固定資産

縦覧できる事項

申請に必要なもの

無　料

常に閲覧可能です。平成24年度分は４月２日（月）から閲覧できます。
（土・日・祝日を除く）午前８時30分～午後５時15分

期　　間

税務課または各支所場　　所

閲覧できる人
（①・②・③のいずれか）

閲覧できる固定資産

手数料

固定資産の価格等の縦覧について
　ご自分の所有する固定資産以外の価格等も縦覧帳簿により縦覧できます。

固定資産課税台帳の閲覧
　本人資産の課税の内容が閲覧できます。また、賃借権等を有する人（借地
借家人等）も、その権利の目的である固定資産の課税台帳閲覧ができます。

※平成24年7月の固定資産税課税の際、閲覧資料と同じ内容の「課税明細書」を納付書（または納税通

知書）と一緒に郵送します。この「課税明細書」は、平成24年分の確定申告の際に租税公課の
算出に必要な資料ですので大切に保管してください。

■問合せ先　税務課　資産税担当　☎�055（262）4111

　
固
定
資
産
税
は
、
固
定
資
産
の
評
価

額
を
も
と
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
土
地

と
家
屋
に
つ
い
て
は
3
年
毎
に
評
価
額

を
見
直
す
制
度
が
と
ら
れ
て
い
て
、
平

成
24
年
度
は
、
そ
の
評
価
替
え
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。

　
お
持
ち
の
資
産
の
評

価
に
つ
い
て
確
認
し
た

い
場
合
は
、
4
月
2
日

か
ら
の
閲
覧
期
間
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1



※住民票の異動に伴う手続きはできません。

管　理
責任者

窓　口

戸　籍
住民課

税務課

収税課

取扱業務

住民票写しの交付（現在の住民票で本人や
同一世帯の方のみ。住基ネット広域交付除く）

住民基本台帳カードの申請・交付
（交付は、第1、３日曜日のみ）

印鑑登録証明書の交付
（合併前印鑑登録証引替え含む）

戸籍の謄抄本及び附票の写しの交付
（現在の戸籍で本人及び同一戸籍に記載
されている方のみ）
独身証明書の交付（本人のみ）

埋葬・火葬の許可、斎場の使用許可

出生、婚姻、離婚、死亡などの戸籍の届出受付

原動機付自転車
小型特殊自動車

ナンバー交付手続

ナンバー廃車手続

所得証明書・所得課税証明書・非課税証
明書の交付

納税証明書の交付
（市県民税、法人市民税、固定資産税、
軽自動車税）

市税・国保税の収納

納税相談

水道料金、下水道料金、住宅使用料、保育
料、学童保育料、介護保険料、高齢者医療
保険料、社会教育・体育施設使用料の収納

注意事項

【持ち物】運転免許証など官公署が発行した写真付の身分証明
書等（本人確認をさせていただきます）

【持ち物】印鑑、販売証明書・廃車申告受付書・譲渡証明書の
いずれか

【持ち物】
○運転免許証など官公署が発行した写真付の身分証明書等（本

人確認をさせていただきます）
○窓口に来られる方の印鑑

【持ち物】印鑑
・請求や受け取りは本人に限ります。
�（代理人による申請には委任状が必要です）
・窓口に来られた方の本人確認をさせていただく場合があり

ます。（運転免許証、健康保険証など）
・車検用の納税証明書発行の場合は、車検証を持参してくだ

さい。

【持ち物】運転免許証など官公署が発行した写真付の身分証明
書等２点以上（即日交付できない場合があります）写真付カ
ードの写真は、無料撮影できます。

【持ち物】印鑑登録証（代理人の場合は認印も持参してください）

証明書発行などはできません。

【持ち物】印鑑、ナンバー（笛吹市登録のみ）

年度に関係なく納付できます。（納付書がない場合は、再発行します）

平日に事前予約をしてください。

【持ち物】納付書（納付書がない場合は納付できません）

高齢者
医　療

取　扱　業　務

①�国保資格取得届の受付（職場の健康保険を脱退したとき）
※保険証は後日郵送

②�年金資格取得・喪失の仮受付
・資格取得・喪失については、社会保険庁への照会が休日

はできませんので、仮受付になります。

②�国保喪失届の受付（職場の健康保険に入ったとき）

③�保険証の再交付

④�各種申請書の受付

①�保険料徴収・収納

②�納付書再発行

③�各種申請書の受付

①�免除申請受付

持ち物

・印鑑・職場の健康保険をやめたことが分か
　る証明(退職証明等)

・印鑑・国保の保険証・職場の保険証

・印鑑
・本人確認ができるもの

・印鑑

・印鑑

・印鑑

担当係

国　保

年　金

　市民サービス向上のために市役所本庁で日曜窓口を開庁しています。どうぞご利用ください。
　開設日時　毎週日曜日（12月29日から１月３日を除く）
　午前８時30分～正午　午後１時～５時15分� ※川中島合戦戦国絵巻など、庁

舎前で大きなイベントが開催される日は閉庁する場合があります。
　開設場所　市役所本庁舎
　取扱業務　取り扱いは一部の業務のみですので、業務内容を確認してからお

越しください。不明な点は平日または日曜窓口開設日にお問い合わせください。

　
平
成
24
年
4
月
分
か
ら
国
民
年
金
の

保
険
料
が
毎
月
1
万
4
9
8
0
円
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
分
の
納
付
書

（
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
）
は

4
月
上
旬
頃
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
ご

本
人
あ
て
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
は
全
国
の
金
融
機
関
の
他
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料
は

翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
お
得
な
『
前
納
制
度
』
、
便
利
な
『
口

座
振
替
』
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
4
月
上
旬
に
送
ら
れ
て
く
る
納
付
案

内
書
に
前
納
専
用
納
付
書
、
口
座
振
替

依
頼
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
24
年
度
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
3
月
下
旬
に
申

請
書
が
送
付
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
や
新
規
申

請
の
場
合

　
年
金
手
帳
及
び
学
生
証
（
写
し
可
）

ま
た
は
、
在
学
証
明
書
を
お
持
ち
に

な
り
市
役
所
の
年
金
担
当
窓
口
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
で
、

確
認
の
仕
方
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
・
場
所
　
4
月
18
日
（
水
）

　
午
前
9
時
〜
正
午
　
午
後
1
時
〜
4
時

御
坂
支
所

▼
持
ち
物
　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金

手
帳
な
ど

※
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
高
齢
者
医
療
・
年
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
1
1
9
番
通
報
の
前
に
・
・
・

「
救
急
車
本
当
に
必
要
で
す
か
？
」

　
市
の
平
成
23
年
中
に
救
急
出

場
し
た
件
数
は
3
2
6
6
件
で
す
。

　
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
22
人
に

1
人
が
利
用
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、
単
な
る
酒

酔
い
や
突
き
指
、
切

り
傷
な
ど
明
ら
か
に

緊
急
性
が
低
い
と
思

わ
れ
る
救
急
要
請
も

少
な
く
な
く
、
ま
た
、

タ
ク
シ
ー
な
ど
交
通

機
関
代
わ
り
に
利
用

す
る
ケ
ー
ス
や
夜
間
・

休
日
等
に
診
て
も
ら
え
る
病
院
が
分
か

ら
な
い
か
ら
呼
ぶ
な
ど
不
適
正
な
ケ
ー

ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
不
適
正
な
救
急
車
の
利
用
は
、
本
当

に
救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
対

し
、
適
切
な
救
命
処
置
等
が
遅
れ
て
、

救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
心
配
が
あ

り
ま
す
。

　
救
急
車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
今

一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
が
「
い
ざ
」

と
い
う
と
き
に
、
き
ち
ん
と
動
く
よ
う

日
頃
か
ら
の
点
検
・
管
理
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▼
点
検
・
管
理
の
方
法

○
ホ
コ
リ
な
ど
が
付
く
と
感
知
不
良
や

誤
作
動
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
定
期

的
に
汚
れ
を
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

（
布
に
水
や
洗
剤
を
浸
す
と
き
は
、

十
分
に
絞
っ
て
ふ
い
て
く
だ
さ
い
）

○
本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
ひ
も
を

引
く
な
ど
し
て
月
1
回
程
度
の
作
動

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
電
池
が
切
れ

そ
う
に
な
る
と
、
音
や
光
で
知
ら
せ

て
く
れ
ま
す
。
電
池
交
換
を
忘
れ
ず

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
電
池
寿
命
は
メ
ー
カ
ー
や
機
種
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

取
扱
説
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
警
報
が
鳴
っ
た
ら
…

【
火
災
の
と
き
】
大
声
で
周
り
に
火

災
を
知
ら
せ
、
1
1
9
番
通
報
を
し

ま
す
。
可
能
な
ら
ば
消
火
を
行
い
ま

す
が
、
消
火
が
難
し
そ
う
な
場
合
や

「
怖
い
」
と
感
じ
た
ら
、
速
や
か
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
火
災
で
は
な
い
と
き
】
火
災
以
外

の
湯
気
や
煙
な
ど
を
感
知
し
て
警
報

が
鳴
っ
た
と
き
は
、
警
報
音
停
止
ボ

タ
ン
を
押
す
か
、
室
内
の
換
気
を
す

る
と
通
常
の
状
態
に
戻
り
ま
す
。

　
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
は
笛
吹
市

火
災
予
防
条
例
に
よ
り
全
て
の
住
宅
に

設
置
が
必
要
で
す
。
尊
い
生
命
、
貴
重

な
財
産
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
未
だ

設
置
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
早
急
に
『
住

宅
用
火
災
警
報
器
』
を
取
り
付
け
ま
し

ょ
う
。

■
問
合
せ
先
　
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

救急出場件数の推移



利用対象者

10人乗りのワゴン車
※利用人数によってセダン型タクシーを使用する場

合もあります。

市内タクシー事業者に運行業務を委託

月曜日～土曜日　※日曜・祝日・年末年始は運休

市内にお住いの方
※介助を必要とする方が利用する場合は介助者が同

乗してください。

デマンドタクシー運行内容

運行者

運行車両

運行日

1回200円（小学生以下無料）※回数券（10枚で1,000円）利用料金

　
市
で
は
、
公
共
交
通
空
白
地
帯
に
お

け
る
高
齢
者
な
ど
移
動
手
段
を
も
た
な

い
方
の
通
院
や
買
い
物
な
ど
日
常
生
活

の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
平
成
22
年
10

月
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通
の
試
験
運
行
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
試
験
運
行
は
平
成
24

年
3
月
で
い
っ
た
ん
終

了
し
ま
す
が
、
沿
線
の

皆
さ
ん
か
ら
運
行
継
続

へ
の
要
望
が
高
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
4
月
以
降
、

道
路
運
送
法
第
4
条
の

規
定
に
基
づ
く
一
般
乗

合
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
に
本
格
参
入
し
、
「
笛

吹
市
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」

と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

が
将
来
に
わ
た
っ
て
持

続
的
に
運
行
で
き
ま
す

よ
う
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
4
月
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況

や
利
用
者
か
ら
の
要
望

を
も
と
に
、
運
行
経
路

や
運
行
時
刻
を
次
の
よ
う
に
見
直
し
ま

す
。

▼
停
留
所
の
数
を
増
や
し
ま
す

○
み
さ
か
ル
ー
ト
　
29
カ
所
↓
36
カ
所

○
ふ
じ
み
ル
ー
ト
　
28
カ
所
↓
38
カ
所

▼
石
和
温
泉
駅
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
と
の
接

続
や
病
院
の
利
用
時
間
な
ど
を
考
慮

し
た
時
刻
表
に
改
正
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は
…

　
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
と
は
、
利
用
者

が
事
前
に
乗
り
た
い
場
所
や
時
間
を
電

話
で
予
約
し
、
予
約
し
た
人
同
士
が
乗

り
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
ま
で

移
動
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
で
す
。
予
約

が
あ
っ
た
時
間
に
予
約
が
あ
っ
た
区
間

だ
け
を
最
短
距
離
で
結
ん
で
運
行
し
ま

す
の
で
、
無
人
の
車
両
が
走
行
す
る
こ

と
が
な
く
、
利
用
者
か
ら
の
需
要
に
応

じ
た
効
果
的
な
運
行
が
可
能
で
す
。

利
用
上
の
注
意
…

　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
予
約
制
で
す
。

事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

　
は
じ
め
て
利
用
す
る
と
き
に
は
利
用

者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
利
用
者
登
録
方
法
、
利
用
方
法
、
運

行
経
路
、
時
刻
表
な
ど
を
記
載
し
た
「
利

用
ガ
イ
ド
」
を
次
の
窓
口
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

▼
利
用
ガ
イ
ド
設
置
場
所

市
役
所
本
庁
舎
（
2
階
経
営
企
画
課

ま
た
は
１
階
総
合
案
内
）
／
石
和
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
齢
福
祉
課
ま

た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
／

御
坂
支
所
／
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
石

和
地
域
事
務
所
・
御
坂
地
域
事
務
所
・

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ

え
ふ
き
）
／
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
／

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
富
士
見
支
所
／
笛
吹

中
央
病
院
／
石
和
共
立
病
院
／
甲
州

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
／
石
和

温
泉
病
院
／
石
和
温
泉
駅
前
観
光
案

内
所
／
な
ご
み
の
湯
　
な
ど

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
4
月
6
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
4
月
22
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
L
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

・
携
帯
サ
イ
ト

※
笛
吹
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相

談
所
登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢

者
の
情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚

相
談
員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、

情
報
を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課
　

市
民
活
動
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、

市
に
お
い
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

▼
日
時
　
4
月
18
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
　

　
会
議
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
司
法
書
士
　
網
倉
義
久
氏

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1
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　相談内容・相談対応者
○専門家への相談�……………………�弁護士・司法書士
○相談員への相談
　心配ごと（福祉関係）相談�………�民生委員・児童委員
　人権相談�……………………………�人権擁護委員
　行政相談（行政機関について�）…�行政相談委員
　消費生活相談�………………………�消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
予約は、社会福祉協議会本所・各地域事務所
どちらでも結構です。

毎日の暮らしの中での問題についてご相談ください。
相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。

芦川ふれあいプラザ

スコレーパリオ

御坂福祉センター

一宮福祉センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

　開設日程

開設場所 日　　時 時　　間 相　談　員

午後1時30分
～3時30分

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・行政相談委員

■問合せ先　　笛吹市社会福祉協議会　　　同　石和地域事務所　　　同　御坂地域事務所　　　同　一宮地域事務所
☎�055（265）5182　　　　　☎�055（262）1267　　　　☎�055（263）0848　　　　☎�0553（47）2288
同　八代地域事務所　　　　同　境川地域事務所　　　同　春日居地域事務所　　同　芦川地域事務所
☎�055（265）2240　　　　　☎�055（266）5911　　　　☎�0553（26）3667　　　　☎�055（298）2170

4月25日

5月23日

6月27日

4月19日

6月21日

5月16日

4月11日

6月13日

5月10日

4月3日

6月5日

6月7日

（水）

（水）

（水）

（木）

（木）

（水）

（水）

（水）

（木）

（火）

（火）

（木）



コ
ル
モ
ラ
ン
石
和
店
�

株
式
会
社
細
田

協
佑
社
�

代
表
取
締
役
�

細
田
治
�

様

（
石
和
町
窪
中
島
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

細
田
�

豊
�

様
（
御
坂
町
大
野
寺
）

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

笛
吹
農
業
協
同
組
合
石
和
支
所
�

様

（
石
和
町
市
部
）【

ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
】

八
代
仏
教
会�

�会
長�

�奥
州
谷
公
志�

�様

（
八
代
町
大
間
田
）

【
百
科
事
典
及
び
学
級
文
庫
用
図
書
】

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
３
月
号
31
ペ
ー
ジ
「
入
札
結
果

の
お
知
ら
せ
」
の
い
ち
の
み
や
桃
の
里

ス
ポ
ー
ツ
公
園
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
工
事

の
場
所
は
、
正
し
く
は
「
一
宮
町
末
木
」

で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
日
時

4
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
市
役
所
南
館

　
３
階
　
大
会
議
室

■
問
合
せ
先

（
社
）
山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

（
担
当
　
岡
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
6
3
8

▼
課
名
の
変
更

○
ご
み
減
量
課
↓
環
境
推
進
課

○
消
防
本
部
管
理
課
を
消
防
課
に
統
合

▼
担
当
の
新
設

○
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
に
「
国
民

文
化
祭
担
当
」
を
新
た
に
設
置

※
担
当
名
の
変
更
な
ど
、
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
4
月
1
日
か
ら
平
成
25
年
3
月
31
日

ま
で
の
雇
用
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
4
月
6
日
か
ら
15
日
ま
で
、
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
「
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基
本

と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
市
内
交
通
関
係
団
体
に

よ
る
朝
の
登
校
指
導
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
及
び
交
通
事
故
防
止
の
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
の
心
」
を

持
ち
、
家
族
・
地
域
・
職
場
か
ら
交
通

事
故
の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、
正

し
い
交
通
ル
ー
ル
を
実
践
し
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

�
市
民
活
動
支
援
課
�

市
民
生
活
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

■問合せ先　山梨労働局　労働保険徴収室
　　　　　　☎�055（225）2852

　　　　　または各職業安定所、労働基準監督署

※労災保険率についても、４月１日から改定されます。詳
しくは、５月末日に発送される労働保険料年度更新申告
書に同封されるリーフレット等をご覧ください。

①事業主負担率

①+②
雇用保険料率 ②被保険者負担率

8.5/100013.5/1000 5/1000

9.5/100015.5/1000 6/1000

10.5/100016.5/1000

負担者

事業の種類

一般の事業

農林水産・清酒製
造の事業

建設の事業 6/1000

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

平成24年1月31日

〃

〃

〃

平成24年2月14日

〃

〃

〃

市役所、各支所及び関連備蓄倉庫

市内

御坂町成田

御坂町下野原

一宮町竹原田

一宮町塩田

御坂町蕎麦塚

¥1,400,000

¥1,300,000

¥12,000,000

¥6,200,000

¥3,400,000

¥3,500,000

¥10,000,000

¥1,890,000

（株）フジコー

北海道地図（株）東京支店

（株）ブレーンズ

（有）タナカ設備

（有）宮下設備

（株）MUKAI

（株）日昇建設

（株）富士植木山梨支店

指定避難所備品購入

笛吹市2万5千分の1全図作成業務委託

笛吹市多機能アリーナ外構設計業務委託（明許）

下野原地内配水管布設工事

一宮町配水管布設工事第5工区（竹原田）

舗装本復旧工事第8工区（一宮）

舗装本復旧工事第9工区（御坂）

イロハモミジ苗木購入

¥1,386,924

¥475,000

¥10,600,000

¥5,950,000

¥3,150,000

¥3,350,000

¥9,500,000

¥891,000
芦川町内4カ所（上芦川公民館、新井原公民館、
芦川ふるさと総合センター、芦川やすらぎの里）

　市では、「やってみるじゃん53減量」をスローガンに、生活系可燃ごみの減量に取り組んでいます。家
庭からでる生ごみをダンボール箱で堆肥化する方を募集します。ご希望の方には、生
ごみを堆肥化する導入セット（ダンボール箱、腐葉土）を無償で提供します。
　生ごみを家庭で堆肥化することで、可燃ごみの減量と資源の循環利用を推進します。
　募集期間　5月1日（火）から10月31日（水）までの内、１カ月間
　募集世帯　100世帯

　4月に狂犬病予防注射を受けられなかった方を対象に、狂犬病予防注射（予備日）を次の日程で実施し
ます。
　狂犬病予防法により、生後3カ月以上の犬は、毎年１回の予防注射を受けることが義務づけられていま
すので、この日程で都合の付かない方は、6月末までに最寄の動物病院で注射を受けて、狂犬病予防注射
済証を環境推進課または支所へお持ちください。

■�問合せ先　環境推進課　☎�055(262)4111　または各支所

※登録済の犬の飼い主にはハガキが郵送されますので、必ず最寄りの会場までお持ちください。

午後1時30分～2時30分

午前11時～正午

午前9時～10時30分

午前9時～11時30分

午前9時～11時30分

午前11時30分～午後0時30分

午前10時30分～11時15分

午前9時40分～10時10分

午前9時～9時30分

実施時間

境川支所裏駐車場

八代支所前

一宮支所福祉センター前

笛吹市役所本庁舎前

春日居支所北側駐車場

御坂西小体育館前

成田コミュニティセンター

御坂体育館

東部公民館

実施場所実施日時

5月20日（日）

5月20日（日）

5月20日（日）

5月19日（土）

5月13日（日）

5月12日（土）

境川町

八代町

一宮町

石和町

春日居町

御坂町

合　計

登録手数料

注射済票交付手数料

予防注射料金

3 , 4 0 0 円

5 5 0 円

2 , 8 5 0 円

登録済犬

6 , 4 0 0 円

3 , 0 0 0 円

5 5 0 円

2 , 8 5 0 円

新規登録犬 犬の登録は生涯１回です。登録済
の犬は登録料がかかりません。
注射場所では混雑が予想されます
ので、お釣りのないようご協力く
ださい。

■�問合せ先　峡東保健所　☎�0553（20）2751

ペットを飼いたいけど、飼い方やしつけ方が分からない。
ペットを飼っているけど、しつけ方や病気などへの対処方法が分からない。
ペットについて困っていることがあれば、地域の動物愛護推進員に相談してみませんか。

　料金について（1頭につき）

　日程について



■問合せ先　生涯学習課　青少年育成コーディネーター　☎�055（261）3339

　市教育委員会では、2月12日に、小学生親子を対象にした《親子で工作教室　日本で一番古
いたこ「いかのぼり」をみんなであげよう》を実施しました。
　講師の青少年育成コーディネーター指導のもと、16組38
名の親子が参加して、親子でたこ作りに挑戦しました。
　この教室は、日頃親子で力を合わせてもの作りをする機会
が少なく、希薄になっていると言われる親子関係を深める一
助にと計画しました。保護者が、子どもが困っている様子を
見ては手助けをし、難しいところは「お母さんがやってあげ
るから、たこの足を切って」と協力しあって工作している様
子から、当初の目的は達成できたと思います。
　針金で固定した竹ヒゴに、思い思いの絵を描いた紙を貼り
付け、完成したたこを外に出て実際に揚げてみました。風に
乗って舞い上がるたこ、バランスが悪く急降下するたこ等、
色々なたこがありましたが、子どもたちからは大きな歓声が
上がっていました。教室を企画し、材料を揃え、実施する、
その一連の苦労がすーっと消えていく一瞬です。
　このような事業は、家庭教育と子どもの体験学習への取り
組みとして、今後もさらに続けていきますので、積極的なご
参加をお願いします。�

グリフィンと鹿…猪頭付き剣と鞘
（部分　スキタイ、前４世紀　ウクライ
ナ歴史宝物館蔵）

イルカ…イルカ型フィブラ（安全ピン）
（サルマタイ、前１～後１世紀　ウクラ
イナ歴史宝物館蔵）

　
騎
馬
文
化
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
中
央
ア

ジ
ア
か
ら
南
ロ
シ
ア
に
花
開
い
た
ス
キ

タ
イ
文
化
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
5
月

7
日
（
月
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
銅
板
レ
リ
ー
フ
を
作
っ
て
み
よ
う

▼
日
時
・
定
員

　
4
月
1
日
（
日
）
・
22
日
（
日
）

①
午
前
10
時
30
分
か
ら

②
午
後
0
時
30
分
か
ら

③
午
後
2
時
か
ら

○
各
回
20
名
（
先
着
順
）

※
所
用
時
間
1
時
間
程
度

▼
場
所
　
県
立
博
物
館
ロ
ビ
ー

▼
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

　
ス
キ
タ
イ
黄
金
美
術
と
動
物
文
様
を

演
題
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
4
月
15
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
場
所
　
県
立
博
物
館
　
生
涯
学
習
室

▼
講
師
　
林
　
俊
雄
氏
（
創
価
大
学
文

学
部
教
授
）

▼
参
加
費
　
無
料

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
か
ら
、
眼
下

一
面
に
広
が
る
桃
花
の
風
景
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
期
間
　
4
月
1
日（
日
）〜
15
日（
日
）

▼
時
間
（
開
館
時
間
を
拡
大
し
ま
す
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時
（
入

館
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

▼
期
間
中
　
無
休

※
4
月
は
24
日
（
火
）
の
み
休
館

　
桃
花
と
と
も
に
、
尺
八
・
筝
曲
な

ど
の
邦
楽
の
調
べ
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
入
館
者
に
は
薄
茶
席
を
ふ
る

ま
い
ま
す
。

▼
開
催
日
　
4
月
6
日
（
金
）
午
前
10

時
か
ら

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
　
一
宮
保
育

園
園
児
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏

▼
笛
吹
市
・
甲
州
市
文
化
協
会
邦
楽

演
奏
会
�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
薄
茶
席
　
午
前
10
時
か
ら
（
入
館

者
先
着
３
０
０
名
分
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
）

　
残
雪
の
南
ア
ル
プ
ス
や
桃
花
を
眺

め
な
が
ら
、
の
ん
び
り
お
散
歩
し
ま

せ
ん
か
。

▼
日
時
　
4
月
4
日
（
水
）

　
集
合
　
午
前
9
時

　
解
散
　
正
午
（
予
定
）

▼
集
合
場
所
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
・
服
装
　
飲
み
物
な
ど
。

歩
き
や
す
い
服
装

　
約
１
２
５
０
年
前
に
造
ら
れ
た
甲

斐
国
分
寺
跡
に
つ
い
て
、
歴
史
や
発

掘
調
査
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間

　
3
月
28
日
（
水
）
〜
5
月
28
日
（
月
）

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
釈

迦
堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て

楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
花
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
6
時

通
常
は
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日�

�
�4

月
は
24
日（
火
）の
み

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

　
石
和
南
小
学
校
は
、
「
一
人
一
人
が

考
え
を
持
ち
伝
え
合
う
活
動
を
通
し
て
、

豊
か
な
心
を
持
ち
自
ら
考
え
行
動
す
る

子
ど
も
の
育
成
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
の
市
指
定
の
「
教
師
の

授
業
力
ア
ッ
プ
・
確
か
な
学
力
の
向
上
」

事
業
の
も
と
で
、
教
師
の
授
業
力
ア
ッ

プ
研
修
の
成
果
が
図
ら
れ
、
全
職
員
・

全
児
童
が
守
る
べ
き
10
項
目
の
【
み
な

み
ル
ー
ル
】
が
確
立
さ
れ
学
力
向
上
の

基
礎
と
し
て
指
導
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
シ
ー
ン
と
し
た
中
で
話
を
聞
く
」

「
机
の
上
に
は
鉛
筆
・
赤
ペ
ン
1
本
・

消
し
ゴ
ム
1
個
の
み
」
「
共
書
き
」
な

ど
学
習
規
律
が
確
立
さ
れ
た
な
か
で
、

ペ
ア
コ
ミ
（
隣
り
合
っ
た
児
童
同
士
が

話
し
合
っ
て
考
え
を
ま
と
め
る
）
・
自

由
コ
ミ
（
ク
ラ
ス
内
の
児
童
が
自
由
に

意
見
を
聞
き
合

っ
て
考
え
を
ま

と
め
る
）
等
、

全
体
で
の
伝
え

合
い
活
動
を
取

り
入
れ
、
確
か

な
学
力
の
向
上

に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

　
仲
の
良
い

学
校
を
目
指

し
て
、
1
年

生
か
ら
6
年

生
ま
で
グ
ル

ー
プ
に
分
か

れ
て
一
緒
に

活
動
す
る
「
縦

割
り
活
動
」
、

居
心
地
の
良

い
学
級
づ
く

り
を
め
ざ
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
分
析
、
豊
か

な
心
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む
た
め
の

「
山
梨
県
一
の
小
学
校
に
な
る
た
め
の

十
カ
条
」
を
制
定
し
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
校
は
、
市
小
中
学
校
の
教

育
研
究
指
定
校
と
し
て
10
月
24
日
に
公

開
研
究
発
表
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
研
究
主
題
を
「
自
ら
学
び
、
自
ら
考

え
、
表
現
す
る
力
を
持
つ
児
童
の
育
成
」

と
し
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
授
業

力
向
上
の
た
め
に
、
教
職
員
一
人
ひ
と

り
が
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　「
お
は
よ
う
・
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
な
あ
い
さ
つ
の
声
が
校
舎
に
響

き
渡
る
学
校
で
す
。



バズファイブと石和中学校・御坂中学校
吹奏楽部との共演ステージ＝2月4日、ス
コレーセンター

部門別

小学生女子の部

小学生男子の部

中学高校女子の部

中学高校男子の部

成年女子の部

成年男子の部

マスターズ男子A部

マスターズ男子B部

氏　名

松本　　梢

山口　大貴

石原なな実

天野　　拓

植村　彩里

金子　貴則

志村　　剛

石原　芳人

タイム

35.30秒

33.08秒

30.48秒

28.35秒

27.76秒

25.10秒

26.75秒

29.66秒

地　区

一宮

一宮

八代

石和

石和

春日居

一宮

八代

　
2
月
11
日
、
カ
ム
イ
み
さ
か
ス

キ
ー
場
で
第
7
回
笛
吹
市
ス
キ
ー

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
各
地
か
ら
58
名
の
選
手
が

参
加
し
、
年
齢
別
の
8
部
門
に
分

か
れ
て
大
回
転
競
技
を
行
い
ま
し

た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

介護保険サービス事業所相談員や
家族会の代表者などが参加したパ
ネルディスカッション

　
2
月
26
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
地
域
の
中
で
支
え

合
う
に
は
ど
う
に
し
た
ら
良
い
か
考

え
る
機
会
を
設
け
る
目
的
で
「
認
知

症
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
in

笛
吹
」
が
、
市
医
師
会
と
山
梨
笛
吹

認
知
症
研
究
会
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
基
調
講
演
の
中
で
、
日
下
部
記
念

病
院
の
久
保
田
正
春
院
長
は
、
早
期

発
見
早
期
治
療
や
認
知
症
の
方
の
心

に
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ
を
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
一
人
で
悩
ま

な
い
た
め
に
回
り
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
や
気
づ
い
た
時

に
、
い
か
に
関
係
機
関
に
つ
な
げ
て

い
く
か
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
2
月
14
日
、
石
和
北
小
学
校
6

年
生
43
名
と
先
生
が
石
和
温
泉
駅

周
辺
と
駅
前
公
園
を
清
掃
し
ま
し

た
。

　
同
校
で
は
、
日
頃
か
ら
全
校
児

童
が
登
校
の
折
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

持
っ
て
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
環
境
美

化
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
作
業
は
、
地
域

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
へ

の
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
6
年
生

に
よ
る
卒
業
記
念
行
事
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

市長に受賞報告をする三浦さん
（右）と武蔵さん（左）＝2月21日

　
2
月
9
日
、
甲
府
市
総
合
市
民

会
館
に
お
い
て
、
第
35
回
山
梨
県

消
防
職
員
意
見
発
表
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
県
消
防
長
会
の
主
催
で
、

消
防
職
員
が
日
頃
の
業
務
で
感
じ

た
こ
と
な
ど
を
意
見
発
表
し
、
そ

の
内
容
及
び
態
度
、
表
現
力
等
が

審
査
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
県
下
10
消
防
本
部

か
ら
各
2
名
の
代
表
職
員
が
発
表

を
行
い
、
市
消
防
本
部
の
代
表
と

し
て
出
場
し
た
三
浦
健
太
さ
ん
が

最
優
秀
賞
、
武
蔵
直
也
さ
ん
が
努

力
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
三
浦
健
太
さ
ん
は
、
4
月
に
栃

木
県
宇
都
宮
市
で
行
わ
れ
る
全
国

消
防
長
会
関
東
支
部
消
防
職
員
意

見
発
表
会
へ
山
梨
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。

　
財
団
法
人
ふ
え
ふ
き
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
振
興
財
団
は
、
市
民
に
優
れ
た

音
楽
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
に
「
ふ
え
ふ
き
〜
音
楽
散

歩
道
〜
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
財
団
は
1
月
に
は
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
の
二
人
組
「
デ
ュ
オ
・
プ
リ
マ
」

を
、
2
月
に
は
金
管
五
重
奏
団
「
バ

ズ
フ
ァ
イ
ブ
」
を
一
宮
南
小
学
校
な

ど
市
内
の
小
学
校
5
校
に
迎
え
て
出

前
公
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

部
や
石
和
・
御
坂
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
児
童
生
徒
に
デ
ュ
オ
・
プ
リ
マ
・

バ
ズ
フ
ァ
イ
ブ
か
ら
指
導
を
受
け
る

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
指
導
を
受
け

た
児
童
生
徒
ら
は
コ
ン
サ
ー
ト
に
お

い
て
共
演
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

笛吹高校生徒に渡された石和高校と
山梨園芸高校の校旗

　
3
月
1
日
、
石
和
高
校
・
山
梨

園
芸
高
校
の
卒
業
式
及
び
閉
校
式

が
笛
吹
高
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
卒
業
式
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業

生
が
入
れ
替
わ
る
形
で
行
わ
れ
、

そ
の
後
に
閉
校
式
が
、
両
校
の
卒

業
生
が
一
堂
に
集
ま
る
中
で
開
催

さ
れ
ま
し
た

　
両
校
の
前
身
は
、
明
治
28
年
に

設
立
の
山
梨
養
蚕
教
習
所
で
す
。

昭
和
25
年
に
は
石
和
高
校
と
改
称

し
、
昭
和
36
年
に
は
同
校
か
ら
山

梨
園
芸
高
校
が
分
離
し
ま
し
た
。

　
両
校
は
、
そ
の
長
い
歴
史
を
笛

吹
高
校
に
引
き
継
き
ま
し
た
。

春日居中学校ラグビー部員（17
名）と御坂中学校ラグビー部員

（18名）＝３月５日、市役所

　
第
28
回
山
梨
県
中
学
校
ラ
グ
ビ

ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
に
お

い
て
春
日
居
中
学
校
が
優
勝
、
御

坂
中
学
校
が
3
位
に
入
賞
し
、
両

校
の
部
員
が
荻
野
市
長
に
、
そ
の

報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
春
日
居
中
学
校
の
黒
川
嶺
主
将

は
「
こ
れ
か
ら
は
追
わ
れ
る
立
場

に
あ
り
注
目
さ
れ
る
が
、
謙
虚
さ

を
持
っ
て
、
さ
す
が
春
日
居
中
学

校
の
生
徒
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
、

今
ま
で
以
上
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
御
坂
中
学
校
の
里
吉
由
至
主
将

は
「
夢
だ
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
部
創
設

を
受
け
止
め
て
く
れ
た
先
生
に
感

謝
し
て
い
る
。
仲
間
の
た
め
に
プ

レ
ー
す
る
こ
と
や
、
あ
き
ら
め
な

い
で
が
ん
ば
る
こ
と
が
結
果
に
つ

な
が
っ
た
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

自転車シミュレーターを操作する児童
＝石和南小学校視聴覚室

　
2
月
28
日
、
石
和
南
小
学
校
6

年
生
を
対
象
に
、
自
転
車
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
自
転
車
交

通
安
全
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、

自
転
車
運
転
中
に
起
こ
り
う
る
危

険
を
画
面
上
で
安
全
に
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
機
械
で
、
笛
吹
交

通
安
全
協
会
石
和
支
部
が
導
入
し

ま
し
た
。

　
児
童
ら
は
、
運
転
操
作
な
ど
が
「
○

×
」
に
よ
り
評
価
さ
れ
る
仕
組
み

に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

市
内
の
小
・
中
学
校
や
高
齢
者
対

象
の
交
通
安
全
教
室
で
活
用
さ
れ

ま
す
。

ゆ
う
し

れ
い



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

４
月
７
日
（
土
）
・
14
日
（
土
）
・
21
日

（
土
）・
28
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
２
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
月
５
日（
木
）・
19
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

４
月
12
日（
木
）・
26
日（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

４
月
７
日（
土
）
�

午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

４
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば

本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

４
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

４
月
４
日（
水
）
�

午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜

４
月
１
日
（
日
）
・
15
日
（
日
）
・
22
日

（
日
）・
29
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

４
月
13
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

４
月
14
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

４
月
18
日（
水
）
�

午
前
11
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

４
月
14
日（
土
）
�

午
前
11
時
か
ら

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

４
月
４
日
（
水
）
・
11
日
（
水
）
・
18
日

（
水
）・
25
日（
水
）

午
前
11
時
か
ら
�

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

４
月
７
日
（
土
）
・
21
日
（
土
）
・
28
日

（
土
）
�

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

４
月
７
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

４
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

４
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

４
月
21
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

４
月
28
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
電
力
不
足
等
に
よ
り
、
閉
館
時
間
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
�

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

雨
宮
）

�
☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

４
日（
水
）・
11
日（
水
）・
18
日（
水
）・

25
日（
水
）・
27
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

２
日
（
月
）・
８
日
（
日
）﹇
桃
の
里
マ
ラ

ソ
ン
大
会
の
た
め
﹈・
９
日
（
月
）・
16

日
（
月
）・
23
日
（
月
）・
27
日
（
金
）・
30

日（
月
）

◆
八
代
図
書
館

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
27
日（
金
）・
30
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

１
日（
日
）・
８
日（
日
）・
15
日（
日
）・

22
日（
日
）・
29
日（
日
）・
30
日（
月
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

２
日（
月
）・
９
日（
月
）・
16
日（
月
）・

23
日（
月
）・
27
日（
金
）

　笛吹少年少女合唱団によるコンサートを開催いたします。

子どもたちの澄んだ歌声をお楽しみください。

　午後の「耳をすませばえほん隊」は、ロビーコンサートに

替えさせていただきます。

●日時　４月７日(土)

　　　　午後２時30分から

●場所　石和図書館前

　　　　ロビー　入場無料

資料…ジェンダーフリー、温泉、
ワイン、観光、ビジネス支援に
関するもの

ブックスタート、タンタンなど
子育て支援おはなし会

資料…歴史、医療、パソコン
に関するもの

プレママ～マタニティ支援～

資料…農業、ハンセン病に関す
るもの

おりがみをたのしもう！、
ぱぱとぐらんぱのおはなし会

資料…英語の絵本など

バムケロおはなし会、
あかちゃんとママの
おはなし会

資料…バラ・天文・レミオロ
メンに関するもの

大人向けイベント
ローズタイム
星空ウォッチング

資料…俳句、飯田蛇笏・龍太に関するもの

おばあちゃんおはなし会

大人のための星空ウォッチングおりがみをたのしもう!

プレママ

ロビーコンサート

タンタンの工作



▼東日本大震災から1年が経過しました。
震災以降、余震や台風15号が日本列島を

縦断するなど、様々な自然災害を身近に感じるようになり
ました。市では震災関連情報を発信する手段として、広報
号外を発行したり、ホームページに特設ページを開設した
りしました。また、現在はコミュニティ放送、いわゆるFM
ラジオ局の開設が検討されています。これに限らず、広報
紙も「確かな情報が、確かに届く」をモットーに、皆さんに
見ていただく工夫をしていきたいと考えていきます。��（K）

※各地域の伝統行事・お祭りも含まれています。

美和神社例大祭

桜・桃の花見バス

笛吹市桃の花まつりやつしろ会場

お花見御坂散策コース

熱気球搭乗体験

釈迦堂花ウィーク

笈形焼き・大文字焼き点灯

石和温泉夜桜祭り

八幡神社例大祭

大石寺の火渡り

山梨岡神社祭典

藤垈の滝水芭蕉&彫刻鑑賞会

笛吹市春日居桃の花まつり

笛吹市桃の花まつりみさか会場

永井天神社の神楽

甲斐一宮国分寺お花見会場

第8回笛吹市桃の里マラソン大会

金比羅神社例大祭

第33回川中島合戦戦国絵巻

大神幸祭（おみゆきさん）

中山まつり

地　区

御　坂

市　内

八　代

御　坂

石　和

一　宮

春日居・一宮

石　和

石　和

境　川

春日居

御　坂

境　川

石　和

春日居

御　坂

八　代

一　宮

一　宮

境　川

石　和

一　宮

一　宮

3月31日（土）・4月1日（日）

3月31日（土）～4月2日（月）・6日（金）～15日（日）

1日（日）

1日（日）～8日（日）

1日（日）～12日（木）

1日（日）～15日（日）

1日（日）～15日（日）

3日（火）

3日（火）

4日（水）

4日（水）・5日（木）

4日（水）・5日（木）

7日（土）

7日（土）

7日（土）

7日（土）・8日（日）

7日（土）・8日（日）

7日（土）～15日（日）

8日（日）

8日（日）

15日（日）

15日（日）

16日（月）

イベント

笛吹市みさか桃の花まつり
第8回全国ゲートボール大会

第41回信玄公祭り
「甲州軍団出陣」石和地内パレード

日　程
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